
　3月13日、市では、東北地方太平洋沖地震災害に伴い、取り急ぎ

本市に備蓄している毛布・タオルケット各800枚、給水袋480枚を

「自治体防災情報ネットワーク連絡会加盟都市災害相互応援に関する

協定」を締結している仙台市に送付しました。また、3月18日には、

断水地域への応援給水のため、市水道局職員4人と給水タンク積載車

を福島県へと派遣しました。
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　平成23年３月11日、東北地方を中心とした「東北地方太平洋

沖地震」が発生しました。今回の地震と津波で、沿岸部の多く

の地域が、多大な被害を受け、警察庁によると、これまでに死

亡が確認された人と行方不明者をあわせると１万5,000人とな

っています。また、現在も30万人を超す人たちが近くの学校

や公民館などに避難されています。（データは平成23年３月

17日現在）

　こうした中、雲仙・普賢岳噴火災害を経験し、全国から温か

い支援を受けた島原市では、恩返しの意味も込めた支援の輪が

広がっています。

　市では３月13日、被災地で早急に必要とされている毛布や

給水袋などを仙台市へ送り、３月18日には給水支援のため、市

水道局職員４人と給水タンク積載車を福島県へと派遣しました。

　また、募金の呼び掛けに対し、個人や団体など多くの方から

義援金をお預かりしたほか、町内会・自治会でも住民の皆さん

から義援金が募られました。

　市内では被災地を支援しようと市をはじめとした20の関係団

体が集まり「東北地方太平洋沖地震災害支援島原実行委員会」

（会長：木下康博島原市社会福祉協議会長）を結成しました。

　同委員会では、被災地の被害情報の収集・把握に努め、被災

地へのできる限りの支援を行うことを確認しました。

　被災地では、今なお、多くの方が不便な生活を余儀なくされ

ています。

　一日も早い被災地の復興と被災者の方々の安寧の生活が戻る

ことお祈りするとともに、皆さんの温かいご支援・ご協力をお

願いします。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
」
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

に
対
し
て
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
負
傷
さ
れ
た
方
お
よ
び
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
島
原
市
は
、
平
成
３
年
の
「
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災

害
」
で
は
44
名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
火
砕
流
や
土

石
流
、
降
灰
な
ど
で
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

全
国
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
復
興
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
ご
恩
も
含
め
、
島
原
市
は

全
力
で
被
災
地
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
月
13
日
に
は
、
早
急
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
毛
布

８
０
０
枚
を
は
じ
め
と
し
た
救
援
物
資
を
お
送
り
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
震
災
情
報
の
収
集
・

把
握
に
努
め
、
被
災
地
へ
の
職
員
の
派
遣
を
含
め
、
可

能
な
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
島
原
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

行
う
支
援
策
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
願
い
を
す
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
は
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
被
災
地
が
一
日
も
早
く
復
興
し
、
被
災
者
の
皆
さ
ん

の
安
寧
な
日
々
が
戻
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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北
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方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
の
被
災
地
を

全
力
で
支
援
し
ま
す

島原市長

横田修一郎

設置期間　4月28日まで

設置個所　市役所西側玄関

　　　　　市役所東側玄関

　　　　　市役所有明庁舎玄関

　　　　　市社会福祉協議会

　　　　　市社会福祉協議会有明支所

東北地方太平洋沖地震災害支援
島原実行委員会の様子
東北地方太平洋沖地震災害支援
島原実行委員会の様子

　東北地方太平洋沖地震災害に　
　対する募金箱を設置しています
　東北地方太平洋沖地震災害に　
　対する募金箱を設置しています

広がる支援の輪広がる支援の輪広がる支援の輪広がる支援の輪広がる支援の輪広がる支援の輪
～東北地方太平洋沖地震～



　
災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
緊

急
避
難
用
具
の
準
備
や
避
難
所
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
気
象
情
報
に
注
意
す
る

　
　
日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

　
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
把
握
す
る
よ
う
努
め

　
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
持
出
品
、
備
蓄
品
を
準
備
す
る

　
　
災
害
発
生
時
の
避
難
に
備
え
て
、
持
ち
出
す
最
小
限
の
必
需

　
品
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
持
出
品
、
備
蓄
品
の
例
…
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
や
ろ

　
う
そ
く
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
非
常
食
、
水
、
生
活
用
品
、
衣
類
、

　
救
急
薬
品
や
常
備
薬
、
現
金

●
緊
急
時
の
連
絡
方
法
を
確
認
す
る

　
　
災
害
発
生
時
は
家
族
や
知
人
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
話
し
合
い
、
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
電
話
会
社
各
社
で
は
、
大
規
模
な
災
害

　
発
生
時
に
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
を
利
用
で
き
ま
す
。
事

　
前
に
利
用
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
発
生
時
に
は

　
　
災
害
発
生
時
や
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
市

　
役
所
に
災
害
対
策
本
部
を
設
け
、
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
が
連

　
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
に
万
全
の
体
制
を
と
る
よ
う
に

　
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
し
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

　
オ
な
ど
を
通
じ
て
最
新
の
情
報
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
市
で
は
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
通
じ
て
、
情
報
を
お
伝
え
し

　
ま
す
。

●
防
災
避
難
訓
練
の
実
施

　
　
毎
年
、
島
原
市
で
は
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
の

　
も
と
、
地
域
住
民
の
方
々
と
と
も
に
防
災
避
難
訓
練
を
実
施
し

　
て
い
ま
す
。

避　難　所地区 所　在　地

礫石原町公民館

三会保育園

三会小長貫分校

広高野町公民館

市農村環境改善センター

原口町公民館

専光寺

島原漁協三会支所事務所

三会小学校

三会中学校

出下公民館

大手原下公民館

寺中公民館

三会温泉神社

立野町公民館

坪浦公民館

江里公民館

西方寺

杉谷公民館

第四小学校

杉山町公民館

下折橋町集合避難施設

島原農業高校

島原高校

森岳公民館

本光寺

島原工業高校

ひかわ第一幼稚園

第一中学校

第一小学校

晴雲寺

柏野公民館

北門町集合避難施設

島原商業高校

島原特別支援学校

安養寺

霊丘公民館

島原市体育館

第二小学校

島原市医師会館

礫石原町甲1201番地169

油堀町丙652番地

長貫町丙1902番地

広高野町甲1061番地2

中原町乙1935番地3

原口町丙1043番地

中野町丙1256番地

洗切町丙1406番地1

中原町乙1462番地

下宮町甲2511番地2

出平町甲609番地

大手原町甲2232番地2

寺中町丙1655番地7

亀の甲町乙1700番地

立野町乙1672番地2

西町丙1284番地1

江里町乙2309番地1

山寺町丙848番地

宇土町乙687番地1

宇土町乙670番地1

杉山町甲502番地

下折橋町3691番地1

下折橋町4520番地

城内二丁目1130番地

城内一丁目1177番地イ第3

本光寺町3380番地

本光寺町4353番地

上新丁二丁目2576番地

城内一丁目1222番地

城内一丁目1129番地

南柏野町2934番地

南柏野町2911番地

北門町130番地

城内一丁目1213番地

新田町562番地

桜町980番地

新町二丁目103番地1

弁天町二丁目7295番地1

萩が丘二丁目5688番地

萩原一丁目1230番地

三
　
　
会
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・
三
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有
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野

杉
　
　
谷
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霊
　
丘

避　難　所地区 所　在　地

善法寺

護国寺

理性院（大師堂）

有明幼稚園

桜井寺

第二中学校

浦田保育園

第三小学校

白山公民館

島原市勤労者会館

特別養護老人ホームびざん

美祢保育園

島原市保健センター

島原市福祉センター

新湊町集合避難施設

島原中央高校

第三中学校

第五小学校

島原復興アリーナ

安中公民館

一野自治会公民館

松音寺・清華保育園

松崎自治会公民館

山之内自治会公民館

小原上自治会公民館

誓願幼児園

小原下自治会公民館

半田自治会公民館

大三東小学校

東小路自治会公民館

境之松自治会公民館

出口自治会公民館

才木自治会公民館

払山自治会公民館

有明中学校

有明公民館

有明体育館

トレーニングセンター

青少年武道館

有明農村環境改善センター

寺町5954番地

寺町6239番地

湊道一丁目7474番地2

坂上町7528番地

崩山町6837番地

新山三丁目8916番地

浦田一丁目852番地1

広馬場町7758番地

西八幡町7657番地

湖南町6954番地4

緑町8200番地

南下川尻町8119番地

霊南二丁目45番地

霊南一丁目17番地

新湊二丁目丙2024番地

船泊町丁3415番地

梅園町丁2898番地

大下町丙1049番地1

平成町2番地1

大下町丙1114番地第1

有明町大三東甲581番地

有明町大三東甲2150番地

有明町大三東甲2162番地

有明町大三東甲2578番地

有明町大三東乙615番地

有明町大三東乙922番地

有明町大三東乙725番地

有明町大三東乙1064番地1

有明町大三東丙582番地1

有明町大三東丙479番地2

有明町大三東丙333番地3

有明町大三東丁816番地2

有明町大三東丁89番地3

有明町大三東丁1436番地1

有明町大三東戊1535番地2

有明町大三東戊1438番地1

有明町大三東戊1438番地1

有明町大三東戊1445番地

有明町大三東戊1450番地

有明町大三東戊787番地1

有
明
・
大
野

有
明
・
高
野

有
明
・
池
田

有
明
・
久
原

有
明
・
釘
崎

白

　
山

有
明
・
戸
田

避　難　所地区 所　在　地

避　難　所

浦田保育園

白山公民館

第三小学校

地区

対象町の高潮避難時の避難所一覧

対　象　町

有馬船津町

白土桃山一丁目、白土桃山二丁目、

霊南一丁目、霊南二丁目

津町

勝光寺

小路自治会公民館

門前自治会公民館

大原自治会公民館

中自治会公民館

甘木自治会公民館

高野小学校

源在高野自治会公民館

川内コミュニティーセンター

柏野自治会公民館

山之内上自治会公民館

二ツ石自治会公民館

一本松自治会公民館

東向保育園

東向寺

神木自治会公民館

川原自治会公民館

池田自治会公民館

みやま保育園

戸切自治会公民館

平山自治会公民館

久原自治会公民館

森岡自治会公民館

湯江小学校

城之尾自治会公民館

庄司屋敷自治会公民館

枦山自治会公民館

向陵保育園

舞人堂自治会公民館

釘崎自治会公民館

沖之尾自治会公民館

向之原自治会公民館

温泉屋敷自治会公民館

野田自治会公民館

有明町大三東戊1500番地

有明町大三東戊414番地1

有明町大三東丁1360番地1

有明町大三東戊796番地1

有明町大三東戊1412番地2

有明町大三東戊1679番地4

有明町大三東丁2133番地1

有明町大三東戊2595番地2

有明町大三東戊2849番地

有明町大三東戊4441番地1

有明町大三東甲1348番地5

有明町大三東戊4896番地2

有明町大三東甲1175番地1

有明町湯江甲421番地

有明町湯江甲934番地

有明町湯江甲681番地1

有明町湯江甲1132番地1

有明町湯江甲881番地2

有明町湯江乙1741番地

有明町湯江乙1738番地1

有明町湯江乙1137番地

有明町湯江乙606番地1

有明町湯江乙2196番地1

有明町湯江丙839番地

有明町湯江丙411番地1

有明町湯江丙1574番地

有明町湯江乙2445番地2

有明町湯江丙728番地

有明町湯江丙1524番地4

有明町湯江丙66番地1

有明町湯江丁1270番地2

有明町湯江丁1057番地6

有明町湯江丁1541番地2

有明町湯江丁2608番地1

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
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災
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● 避 難 所 一 覧



　
我
が
国
経
済
は
、
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
「
第
６
次
島
原
市
市
勢
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
都
市
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
や
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
市
民
皆
様
と
の
協
働
に

よ
り
取
り
組
み
、
「
新
し
い
光
を
放
つ
島
原
市
」
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
今
年
は
、
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
か
ら
丸
20
年
の
年
と
な
り
ま
す
。
大
火

砕
流
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
様
へ
の
追
悼
や
災
害
体
験
、
復
興
へ
の
道
の

り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
次
世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
来
年
５
月
に
「
第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
が
当
地
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
島
原
半
島
３
市
の
緊
密
な
連
携
を
軸
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
島

原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
活
か
し
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
下
、
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
部
門
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　
我
が
国
経
済
は
、
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
「
第
６
次
島
原
市
市
勢
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
都
市
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
や
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
市
民
皆
様
と
の
協
働
に

よ
り
取
り
組
み
、
「
新
し
い
光
を
放
つ
島
原
市
」
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
今
年
は
、
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
か
ら
丸
20
年
の
年
と
な
り
ま
す
。
大
火

砕
流
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
様
へ
の
追
悼
や
災
害
体
験
、
復
興
へ
の
道
の

り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
次
世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
来
年
５
月
に
「
第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
が
当
地
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
島
原
半
島
３
市
の
緊
密
な
連
携
を
軸
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
島

原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
活
か
し
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
下
、
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
部
門
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
は
、
「
第
４
次
行
政
改
革

大
綱
」
に
基
づ
き
取
り
組
み
ま
す
。
外
部

評
価
に
つ
い
て
は
「
行
政
評
価
委
員
会
」

か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
事
務
事
業
評
価

制
度
や
補
助
金
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
努

め
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
市
民
に
解
り
や
す
い
行
政
情
報
の

提
供
に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
県
の
「
長
崎

県
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用

し
、
電
子
自
治
体
化
へ
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

　
「
市
民
と
の
協
働
」
に
よ
る
行
政
運
営

は
、
各
種
委
員
会
な
ど
の
委
員
公
募
や
市

民
に
よ
る
提
案
型
補
助
金
制
度
の
試
行
を

継
続
し
、
地
域
力
を
結
集
し
た
市
政
推
進

を
図
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
は
、
「
島

原
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
に
基
づ
き
、

具
体
的
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際

ユ
ネ
ス
コ
会
議
な
ど
の
開
催
を
契
機
に
、

市
民
の
国
際
感
覚
の
醸
成
と
国
際
交
流
を

推
進
し
ま
す
。

　
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
、
地

域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
の
全
線
早

期
整
備
、
「
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
」

の
構
想
推
進
に
向
け
て
引
き
続
き
要
望
を

続
け
ま
す
。

　
ま
た
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

全
線
開
業
に
よ
り
、
沿
線
主
要
都
市
と
の

連
携
を
深
め
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

　
市
内
公
共
交
通
は
、
「
島
原
市
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
庁
舎
は
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の

基
本
構
想
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
有
明
庁
舎
は
、
耐
震
性
の
不
足
に
伴
う

耐
震
補
強
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
引
き
続
き
安
中
地

区
を
実
施
し
ま
す
。

　
防
犯
灯
は
、
平
成
23
年
度
で
全
地
域
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
し
ま
す
。

　
市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

収
納
は
、
平
成
23
年
度
は
軽
自
動
車
税
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
市
県
民
税
（
普
通
徴
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収
）
、
固
定
資
産
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
税
の
取
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
ま
す
。

　
文
化
振
興
は
、
自
主
文
化
事
業
な
ど
を

開
催
し
、
地
域
文
化
の
活
性
化
を
推
進
し

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
市
民
体
育
祭
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、
市
民
の

健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
26
年
第
69
回
国
民
体
育

大
会
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」
の
開

催
に
向
け
、
市
立
弓
道
場
・
体
育
館
お
よ

び
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
着
手
し

ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
対
策
は
、
介
護
給
付
事
業
、

訓
練
等
給
付
事
業
、
地
域
生
活
支
援
事
業

並
び
に
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
対
策
は
、
高
齢
者
福
祉
交

通
機
関
利
用
助
成
事
業
や
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
事
業
な
ど
に
加
え
て
、
新
た
に
救
急

医
療
情
報
カ
プ
セ
ル
（
命
の
カ
プ
セ
ル
）

配
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
対
策
は
、
「
島
原
市
次
世
代

育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
た
「
子
育
て

支
援
室
」
を
拠
点
に
、
在
宅
に
お
け
る
子

育
て
支
援
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
や
、
す
こ

や
か
子
育
て
支
援
事
業
に
加
え
て
乳
幼
児

福
祉
医
療
費
の
現
物
給
付
化
の
実
施
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
医
療
対
策
は
、
長
崎
県
島
原
病
院
の
勤

務
医
師
の
確
保
や
診
療
科
目
の
充
実
を
図

る
た
め
、
大
学
や
長
崎
県
病
院
企
業
団
運

営
会
議
お
よ
び
島
原
病
院
運
営
協
議
会
な

ど
を
通
し
て
要
望
し
、
医
療
体
制
の
確
立

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
島
原
市
医
師

会
看
護
学
校
が
設
置
す
る
就
学
金
基
金
に

出
資
し
、
就
学
支
援
と
地
元
定
着
を
図
り

ま
す
。

　
救
急
医
療
対
策
は
、
日
曜
、
休
日
の
在

宅
当
番
医
制
と
病
院
群
輪
番
制
に
よ
り
対

応
し
、
歯
科
休
日
診
療
当
番
医
制
に
対
す

る
助
成
も
実
施
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
財
政
運
営
が

非
常
に
厳
し
く
な
り
、
保
険
税
率
を
改
定

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
と
も
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
鋭
意
努

力
し
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
は
、
定
期
予
防
接
種
に

加
え
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
お
よ
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
妊
婦
一
般
健
康
診

査
、
新
生
児
聴
覚
検
査
、
５
歳
児
健
康
診

査
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
素
塗
布

事
業
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
成
人
期
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
は
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
の
検
診
は
、
一
定

の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に
対
し
、
受
診
料

の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

　
食
育
推
進
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
を
実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
に
努
め
、
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

な
ど
と
連
携
し
、
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
環
境
の
保
全
は
、
「
島
原
市
地
球
温
暖

化
防
止
計
画
」
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
の

省
エ
ネ
推
進
に
努
め
ま
す
。
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
一
般
家

庭
向
け
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
対

す
る
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
基
金
事
業
を
活
用
し
た
不

法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
や
環
境
維
持
支
援
事

業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
河

川
な
ど
の
水
質
浄
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
廃
棄
物
処
理
は
、
旧
島
原
市
と
旧
有
明

町
の
資
源
物
の
分
別
区
分
お
よ
び
収
集
体

制
の
統
一
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ご
み
の

減
量
化
に
努
め
ま
す
。
可
燃
物
の
ご
み
収

集
は
、
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
の
祝
日

に
つ
い
て
は
、
翌
日
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

　
し
尿
処
理
は
、
島
原
市
浄
化
苑
の
更
新

に
つ
い
て
、
基
本
計
画
作
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
協
議
問
題
は
、
本
市
と

し
て
も
国
に
対
し
て
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
べ
き
課
題
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
本
市
に
と
っ

て
、
「
島
原
や
さ
い
」
な
ど
農
産
物
等
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
国
・
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
平
成
23
年
度
か
ら
「
農

業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
に
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
制

度
の
有
効
な
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
担
い
手
対
策
は
、
新
規
農
業
後
継
者
へ

の
就
農
奨
励
金
支
給
や
各
種
農
業
者
団
体

へ
の
研
修
費
助
成
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
畜
産
関
係
は
、
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
伝
染
病
の
発
生

防
止
に
長
崎
県
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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平
成
24
年
度
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
長
崎
県
大
会
の
「
島
原
会
場
」
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
開
催
す
る
た
め
、
長

崎
県
実
行
委
員
会
で
計
画
・
準
備
を
進
め

ま
す
。

　
畜
舎
な
ど
の
環
境
保
全
対
策
は
、
耕
種

農
家
と
連
携
し
て
堆
肥
化
に
よ
る
土
づ
く

り
を
行
う
資
源
循
環
型
農
業
の
確
立
を
推

進
し
ま
す
。

　
耕
地
関
係
は
、
県
営
事
業
と
し
て
三
会

原
第
２
地
区
の
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
が

実
施
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
第
３
地
区
の

事
業
採
択
に
向
け
て
事
業
の
推
進
を
行
い

ま
す
。

　
宇
土
山
地
区
は
、
耕
作
放
棄
地
解
消
・

発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業
に
採
択
さ
れ
、

平
成
23
年
度
は
実
施
設
計
や
区
画
整
理
工

事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
推
進
を

支
援
し
ま
す
。

　
団
体
営
の
基
盤
整
備
促
進
事
業
は
、
有

明
町
の
下
辻
地
区
区
画
整
理
工
事
に
着
手

し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
さ
ら
に
北
側
区

域
の
追
加
手
続
き
を
行
い
農
業
基
盤
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

　
雲
仙
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
架
か
る
橋
り

ょ
う
の
耐
震
補
強
工
事
は
、
島
原
市
域
内

で
は
今
年
度
２
橋
、
平
成
25
年
度
２
橋
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
た
め
池
の
改
修
は
、
深
底
た
め
池
、
植

松
た
め
池
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り

今
後
も
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
農
作
物
被
害
対
策
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ

ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
推
進

し
ま
す
。

　
林
業
関
係
は
、
湊
島
や
有
明
町
水
之
出

口
地
区
な
ど
の
松
く
い
虫
防
除
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

　
水
産
業
振
興
は
、
ヒ
ラ
メ
や
カ
サ
ゴ
、

ガ
ザ
ミ
な
ど
の
種
苗
放
流
、
ヒ
ラ
メ
や
カ

サ
ゴ
な
ど
の
中
間
育
成
後
の
放
流
お
よ
び

抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
保
護
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
養
殖
漁
業
は
、
ト
ラ
フ
グ
の
生
産
性
の

向
上
と
と
も
に
、
販
路
開
拓
や
ブ
ラ
ン
ド

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
ノ
リ
、

ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
安
定
生
産
は
も

と
よ
り
、
新
た
な
加
工
品
の
研
究
開
発
、

販
路
開
拓
な
ど
特
色
あ
る
産
業
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　
漁
業
の
後
継
者
・
担
い
手
対
策
は
、
新

規
漁
業
就
業
者
へ
の
奨
励
金
制
度
を
実
施

し
ま
す
。

　
松
尾
漁
港
お
よ
び
三
会
漁
港
に
お
い
て

は
、
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
に
よ

り
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
国
・
県
の
支
援
施
策
な
ど

の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
、
商
工
会
議
所
、

商
工
会
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、
商
工
業

の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
湧
水
な
ど
を
活
か
し
た
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
湧
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業
の
活
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

商
店
街
の
中
に
樹
木
プ
ラ
ン
タ
ー
や
「
一

番
街
ま
ち
な
か
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
設
置
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後

も
、
空
き
店
舗
等
活
用
促
進
事
業
の
実
施

や
、
商
店
街
が
行
う
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
な

ど
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
は
、
工
場
設
置
補
助
金
や
情

報
通
信
関
連
企
業
立
地
促
進
補
助
金
の
交

付
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
措
置
な
ど

の
優
遇
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も

市
有
地
や
民
有
地
の
斡
旋
、
空
き
工
場
の

活
用
な
ど
企
業
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
・
労
働
対
策
は
、
国
の
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
交
付
金
や
緊
急
雇
用
創
出

事
業
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用
し
、
雇
用

の
場
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
島
原
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
円
滑

な
事
業
運
営
に
つ
い
て
引
き
続
き
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
物
産
流
通
は
、
関
西
か
ら
中
国
地
域
お

よ
び
九
州
各
地
に
お
い
て
、
物
産
展
や
商

談
な
ど
を
展
開
し
て
積
極
的
に
紹
介
し
、

島
原
ら
し
い
特
産
品
の
創
出
と
流
通
促
進

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
物
産
館
や
直
売
所
な
ど
に
お
い

て
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な
商
品

を
消
費
者
に
届
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

生
産
者
の
皆
様
方
と
共
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
観
光
の
推
進
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
滞
在
型
観
光
や
体
験
型
観
光
、
周
遊

型
観
光
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
客
誘
致
対
策
は
、
長
崎
県
観
光
連

盟
が
実
施
す
る
修
学
旅
行
誘
致
活
動
や
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
活
動
と
連
携
し
、
首

都
圏
や
関
西
地
域
な
ど
へ
誘
致
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
観
光
宣
伝
は
、
福
岡
や
熊
本
な
ど
で
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
、
旬
の
情
報
を
観
光
素

材
集
や
観
光
旅
行
誌
な
ど
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し

て
発
信
し
ま
す
。

　
今
年
３
月
12
日
に
は
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
が
全
線
開
業
す
る
た
め
、
誘
客

活
動
と
し
て
関
西
、
中
国
地
域
で
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
と
と
も
に
、
熊
本
駅
と
島
原
半
島

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
や
、
小
船
や
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人
力
車
で
の
市
内
遊
覧
、
市
内
ジ
オ
サ
イ

ト
を
巡
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
、

宿
泊
者
へ
の
地
元
産
品
提
供
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
駅
の
熊
本
駅
、
新
大
牟
田

駅
、
新
八
代
駅
へ
電
照
看
板
を
設
置
し
、

熊
本
港
と
熊
本
駅
お
よ
び
三
池
港
と
大
牟

田
駅
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
へ
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
行
い
、
観
光
保
養
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
観
光
年
賀
絵
は
が
き
」
に
加

え
、
年
賀
状
に
本
市
の
観
光
や
物
産
の
印

刷
を
行
い
、
抽
選
で
の
当
選
者
に
本
市
の

特
産
品
を
お
年
玉
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
観
光
客
の
受
入
れ
態
勢
は
、
島
原
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
や
観
光
ガ
イ
ド
大
手
門
番
な
ど

の
各
観
光
案
内
所
の
情
報
充
実
を
図
り
、

電
動
自
転
車
に
よ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を

整
備
し
ま
す
。

　
島
原
半
島
と
天
草
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
雲
仙
天
草
観
光
圏
」
で
は
、
圏
域

内
を
巡
る
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
多
国
語
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、

携
帯
電
話
か
ら
観
光
ガ
イ
ド
情
報
を
入
手

で
き
る
事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
は
、
島

原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
国
、

県
、
３
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
総
合
案
内
板
や
多
国

語
解
説
板
の
整
備
、
ジ
オ
検
定
本
の
作
成

や
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
演
会
、
着
地
型
旅

行
商
品
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催
や
多
国

語
歓
迎
板
の
設
置
、
大
阪
や
中
国
地
方
な

ど
の
新
幹
線
駅
へ
の
電
照
看
板
設
置
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
「
長
崎
の
い
ぶ
く
ろ
島
原
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
題
し
、
ジ
オ
グ
ル
メ
マ

ッ
プ
の
作
成
や
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
島
原
城
は
本
市
に
と
っ
て
大
切
な
財
産

で
あ
り
、
天
守
閣
を
は
じ
め
と
し
た
４
棟

の
櫓
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
築
城
４
０
０
周
年
に
向

け
て
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
皆

様
か
ら
の
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
準
備

を
進
め
ま
す
。

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
は
、
島
原
復
興

ア
リ
ー
ナ
を
中
心
と
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
会
議
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

　
温
泉
給
湯
事
業
は
、
今
後
と
も
、
施
設

の
整
備
お
よ
び
維
持
管
理
を
図
り
な
が
ら

温
泉
の
安
定
供
給
と
温
泉
事
業
の
円
滑
な

運
営
に
努
め
ま
す
。

　
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
生
活
環
境

の
整
備
促
進
や
産
業
基
盤
と
し
て
の
幹
線

道
路
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
や
長
崎
県
と
連
携

を
図
り
、
全
線
早
期
整
備
に
向
け
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

　
船
津
地
区
の
高
潮
対
策
は
、
県
に
お
い

て
、
護
岸
な
ど
の
整
備
を
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
招
き
扉
な
ど

の
増
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
は
、
今
年
度
、
萩
が
丘
住
宅

第
５
期
工
事
の
27
戸
の
建
設
を
行
い
、
合

計
で
１
５
４
戸
が
完
成
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
建
築
物
は
、
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
計
画
の
作
成
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
助
成
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
は
、
地
区
別
懇
談
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら

新
た
な
「
島
原
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
策
定
と
併
せ
て
、
都
市
計
画
施
設

の
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
は
、
親
和
町
湊
広
場
線
、

霊
南
山
ノ
神
線
、
大
手
北
門
線
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
景
観
の
形
成
・
保
全
は
、
武
家
屋
敷
地

区
を
は
じ
め
と
し
た
景
観
計
画
の
拡
充
を

進
め
る
と
と
も
に
、
街
な
み
環
境
整
備
事

業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
園
緑
地
は
、
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
」
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
霊
丘
公
園

内
の
弓
道
場
と
体
育
館
の
建
替
え
を
進
め

ま
す
。

　
花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り
は
、
水
無
川

や
中
尾
川
流
域
に
お
け
る
花
の
観
光
名
所

づ
く
り
を
市
民
と
の
協
働
の
も
と
、
年
次

計
画
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
活
排
水
対
策
は
、
「
島
原
市
生
活
排

水
処
理
基
本
計
画
」
に
よ
る
浄
化
槽
整
備

を
推
進
し
ま
す
。
下
水
道
計
画
の
見
直
し

は
、
国
の
制
度
改
正
や
財
政
措
置
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。
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防
災
対
策
は
、
「
災
害
に
強
い
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
島
原
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

災
害
に
強
い
島
原
市
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
第
10
分
団
詰
所

を
移
転
改
築
し
ま
す
。

　
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
か
ら
20
年
目

に
あ
た
り
、
６
月
３
日
の
「
い
の
り
の
日
」

の
行
事
の
ほ
か
、
噴
火
災
害
の
体
験
と
教

訓
を
伝
承
す
る
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

　
長
崎
県
総
合
防
災
訓
練
は
、
平
成
23
年

度
、
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
初
期
消
火
訓
練
や

救
急
救
命
法
訓
練
な
ど
の
自
発
的
防
災
活

動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
教
育
は
、
郷
土
や
国
の
将
来
を
左
右
す

る
最
優
先
の
政
策
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

今
後
と
も
、
噴
火
災
害
か
ら
の
貴
重
な
体

験
を
通
し
て
学
ん
だ
「
生
命
（
い
の
ち
）
・

き
ず
な
・
感
謝
の
心
」
の
育
成
を
教
育
の

基
盤
に
置
き
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
生
涯

学
習
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に

主
体
的
に
対
応
で
き
る
、
知
・
徳
・
体
の

調
和
の
と
れ
た
、
郷
土
島
原
を
担
う
児
童

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
の
連
携
を
深
め
、
特
色
あ
る
教

育
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。
な
お
、
少

人
数
授
業
や
習
熟
度
別
学
習
な
ど
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
、
き
め
細
や
か
な
指
導

の
充
実
を
図
り
、
ま
た
、
地
域
の
方
と
の

交
流
を
目
的
と
し
た
土
曜
教
室
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
も
全
て
の
小
・
中
学
校
に

学
校
司
書
を
配
置
し
、
児
童
・
生
徒
の
豊

か
な
感
性
を
育
む
読
書
活
動
を
一
層
推
進

し
ま
す
。

　
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
は
、
各
中
学
校

に
心
の
教
室
相
談
員
を
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
り
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
国
際
化
へ
の
対
応
は
、
小
学
校
高
学
年

で
実
施
し
て
い
る
外
国
語
活
動
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
海
外
中
学
生
な
ど
と
の

相
互
交
流
を
通
し
て
国
際
感
覚
の
醸
成
に

努
め
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
は
、
「
特
別
支

援
教
育
支
援
員
」
を
増
員
し
、
平
成
23
年

度
か
ら
全
小
学
校
と
中
学
校
３
校
に
配
置

し
ま
す
。

　
学
校
体
育
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
則

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に

行
い
、
健
康
で
安
全
な
活
力
あ
る
生
活
を

営
む
た
め
の
基
礎
を
培
わ
せ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　
小
中
学
校
の
施
設
整
備
は
、
計
画
的
に

耐
震
診
断
の
実
施
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く

補
強
や
改
築
工
事
を
行
う
な
ど
、
学
校
施

設
の
安
全
化
・
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
改
築
工
事
中
の
第
一

小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
、
２
学
期
か
ら
の

供
用
開
始
に
向
け
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
第
三
小
学
校
の
改
築
工
事
に

も
着
手
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
は
、
公
民
館
活
動
の
推
進
に

努
め
る
ほ
か
、
特
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
子

育
て
を
合
言
葉
に
「
島
原
市
コ
コ
ロ
ね
っ

こ
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
関
連
で
は
、

小
中
学
生
を
対
象
に
ジ
オ
サ
イ
ト
や
郷
土

の
美
し
い
自
然
を
体
感
す
る
学
習
を
行
い

ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
に
向
け

英
語
、
中
国
語
お
よ
び
韓
国
語
会
話
な
ど

市
民
を
対
象
に
語
学
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
森
岳
公
民
館
は
、
利
用
者
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま

す
。

　
文
化
財
の
維
持
管
理
は
、
松
平
文
庫
な

ど
の
歴
史
資
料
の
整
理
保
存
に
努
め
る
と

と
も
に
、
旧
島
原
藩
薬
園
跡
へ
の
集
客
を

図
る
た
め
、
来
園
者
用
の
駐
車
場
の
確
保

を
進
め
ま
す
。

　
「
島
原
市
水
道
事
業
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
有
明
町
簡
易
水
道
は
、
新
た
な
水
源
の

確
保
、
老
朽
管
の
布
設
替
え
お
よ
び
事
業

の
統
合
を
行
う
た
め
、
有
明
町
簡
易
水
道

再
編
推
進
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
島
原
市
水
道
事
業
は
、
各
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
設
備
の
更
新
や
再
構
築
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
島
原
地
区
簡
易
水
道
の
統

合
を
含
め
た
施
設
整
備
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
全
体
と
し
て
は
、
平

成
26
年
度
の
経
営
統
合
お
よ
び
統
一
料
金

の
設
定
に
向
け
て
さ
ら
な
る
効
率
的
な
事

業
運
営
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
23
年
度
に
お
け
る
各
部
門

の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
あ
り
ま
す

が
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
時
代
の
要

請
と
市
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
全
力
を

傾
注
し
ま
す
。

　
市
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
政

の
推
進
に
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

　
薬
品
）
」
と
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

　
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
た
後
、
新
薬
と
同

　
じ
有
効
成
分
で
製
造
し
た
薬
の
こ
と
で

　
す
。
新
薬
に
比
べ
て
開
発
費
を
抑
え
ら

　
れ
る
た
め
、
安
価
に
作
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

効
果
や
安
全
性
は
？

　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
品
質
・
有

　
効
性
・
安
全
性
は
、
新
薬
と
同
等
で
あ

　
る
と
、
厚
生
労
働
省
が
認
め
て
い
ま
す
。

　
薬
事
法
に
基
づ
い
た
厳
正
な
審
査
を
経

　
た
上
で
流
通
し
て
い
る
安
全
性
の
高
い

　
医
薬
品
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

と
き
は
？

　
①
処
方
箋
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
薬
の

　
　
種
類
や
病
状
に
よ
っ
て
は
ジ
ェ
ネ
リ

　
　
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
で
き
な
い
場
合

　
　
が
あ
り
ま
す
）
。

　
②
医
師
や
薬
剤
師
へ
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

　
　
医
薬
品
を
希
望
す
る
」
こ
と
を
伝
え

　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
③
薬
に
よ
っ
て
は
複
数
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

　
　
ク
医
薬
品
が
あ
り
ま
す
。
薬
の
特
徴

　
　
や
価
格
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
か
ら

　
　
選
び
ま
し
ょ
う
。

注
意
す
る
こ
と

　
・
種
類
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

　
　
医
薬
品
が
製
造
さ
れ
て
い
な
い
も
の

　
　
が
あ
り
ま
す
。

　
・
病
院
・
診
療
所
や
薬
局
に
よ
っ
て
は

　
　
取
り
扱
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
　
す
。

　
・
医
師
の
判
断
に
よ
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

　
　
ク
医
薬
品
へ
変
更
で
き
な
い
こ
と
が

　
　
あ
り
ま
す
。

疑
問
な
点
や
不
安
な
点
が

あ
る
と
き
は
？

　
　
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
　
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
、
生
活

　
習
慣
病
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

　
由
で
医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

　
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
安

　
定
し
た
保
険
医
療
の
確
保
も
危
ぶ
ま
れ

　
ま
す
。
国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
の
主

　
な
財
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
で

　
す
。
医
療
費
が
増
え
る
と
保
険
税
も
値

　
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
家
計
へ

　
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
少
な
い
自
己
負
担
で
充
実
し
た
医
療

　
を
受
け
る
た
め
に
、
医
療
費
の
節
約
は

　
待
っ
た
無
し
の
課
題
で
す
。
で
き
る
こ

　
と
か
ら
医
療
費
の
節
約
に
取
り
組
み
ま

　
し
ょ
う
。

　
対
策
①
　
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
の
医

　
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
、
控
え
ま

　
し
ょ
う
。

　
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
は
か
え
っ
て
体

　
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が
あ

　
り
ま
す
。

　
対
策
②
　
薬
が
余
っ
て
い
た
ら
、
医
師

　
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
対
策
③
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
上

　
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
（
医
師
や
薬

　
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
）

国
保
の
お
さ
ら
い

　
○
国
保
と
は

　
　
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
、
私
た

　
ち
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
安
心
し

　
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、

　
普
段
か
ら
お
金
（
国
民
健
康
保
険
税
）

　
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て

　
い
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

　
○
国
保
の
加
入
者

　
　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

　
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

　
以
外
は
、
す
べ
て
の
人
（
75
歳
未
満
）

　
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。

　
○
届
出
が
必
要
で
す

　
　
国
保
に
入
る
と
き
、
や
め
る
と
き
は

　
届
出
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
住
所
、
氏

　
名
な
ど
保
険
証
の
内
容
が
変
わ
る
時
も

　
届
出
が
必
要
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
市
役
所
国
民
健
康
保
険

　
担
当
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
保
険
・
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
　
保
険
班

　
☎
　
１
１
１
１
　（
内
線
２
３
１
）

み
ん
な
元
気
に
す
こ
や
か
国
保

〜
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜



　軽自動車税は、平成23年度課税分から、これまでの金融機関に加えてコンビニエンスス
トアでも納付できるようになりました。これにより、納付期限内であれば24時間いつでも
全国の主なコンビニエンスストアで納付できるようになります。金融機関での納付と同じ
く手数料はかかりません。

※市県民税、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税はこれまでと同じ納付書です。コンビニでは納付できま

　せんのでご注意ください。なお、平成24年度課税分から、市県民税、固定資産税・都市計画税、国民健康保険
　税もコンビニで納付ができるよう準備を進めています

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

市
役
所
、
支
所
、
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
も
の

②
破
損
や
汚
損
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

③
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
納
付
書

④
取
扱
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書

⑤
軽
自
動
車
税
以
外
の
納
付
書
、
督
促
状
お
よ
び
催
告
書

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
一
度
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
、
自
動
的
に
納
期
限
日
に
指

定
口
座
か
ら
振
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
納
付
に
出
か
け
る
手
間

が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
内
各
金
融
機
関
に
口
座
振
替
の
申
込
書
を
備
え
て
い
ま

す
。
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
、
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

軽自動車税のコンビニ収納が始まります
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Tax Information

○利用できるコンビニエンスストア（50音順）

○コンビニ収納開始に伴い軽自動車税の納付書が新しくなります

○
こ
の
よ
う
な
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で

　
納
付
で
き
ま
せ
ん

○
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
も

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

軽自動車税のコンビニ収納が始まります軽自動車税のコンビニ収納が始まります

セブン－イレブン、ファミリーマート、ローソン市内にあるもの

県内にあるもの

その他の納付できる

コンビニ

エブリワン、エーエム・ピーエム、ココストア、デイリーヤマザキ、

ヤマザキデイリーストアー、ＭＭＫ設置店

くらしハウス、コミュニティ・ストア、サークルＫ、サンクス、スパー北海道、

スリーエイト、スリーエフ、生活彩家、セイコーマート、セーブオン、タイエー、

ハセガワストア、ポプラ、ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーショップ

軽自動車税の

納付を
お忘れなく！！



　
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
人
は
、

次
の
表
の
と
お
り
全
体
の
86
％
程
度

と
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た

人
に
対
し
、
年
間
５
万
３
０
０
０
件

を
越
す
督
促
状
、
催
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
郵
便
料
は
年
間
３
０
０

万
円
を
超
え
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
税
額
が
低
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
納
期
内
の
納
付
率
が

87
％
と
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は

車
検
が
来
る
ま
で
最
長
３
年
間
滞
納

す
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
長
期

滞
納
者
で
納
付
催
告
に
応
じ
な
い
場

合
は
、
財
産
差
押
え
（
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
を
含
む
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

廃
車
し
た
年
の
軽
自
動
車
税
を
納
付

し
な
い
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人

に
つ
い
て
も
納
付
催
告
に
応
じ
な
い

場
合
は
財
産
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

　
廃
車
や
所
有
者
の
変
更
の
手
続
き

を
行
っ
て
い
な
い
た
め
税
金
が
課
税

さ
れ
続
け
、
長
期
間
滞
納
と
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
２
月
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
車
両

が
１
４
０
台
以
上
あ
る
こ
と
が
判
り

ま
し
た
。
廃
車
し
た
と
き
や
所
有
者

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
次
の
場

所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
原
動
機
付
き
自
転
車
お
よ
び
小
型

　
特
殊
自
動
車

・
市
内
の
人
…
島
原
市
役
所
税
務
グ

　
ル
ー
プ
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
、

　
有
明
支
所
税
務
窓
口
、
三
会
出
張

　
所

・
市
外
の
人
…
転
入
先
の
市
区
町
村

　
役
場

②
軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自

　
動
車
（
１
２
５
㏄
以
上
の
オ
ー
ト

　
バ
イ
）

　
最
寄
り
の
自
家
用
自
動
車
協
会
ま

た
は
陸
運
支
局
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
22
年
度
に
は
、
１
３
４
人
に
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
実
施
の
催
告
文
書
を
送
付

し
、
１
１
７
人
が
納
付
さ
れ
、
滞
納

税
の
80
％
以
上
を
回
収
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
給
与
差
押
え
の

た
め
、
勤
務
先
へ
給
与
照
会
が
行
わ

れ
て
か
ら
納
付
し
た
人
も
い
ま
す
。

　
失
業
、
休
職
な
ど
で
納
付
困
難
な

と
き
は
放
置
せ
ず
に
税
務
グ
ル
ー
プ

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
○
軽
自
動
車
税
の
課
税
に
関
す

　
　
る
こ
と

　
　
税
務
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班

　
　
電
話
　
１
１
１
１

　
　
内
線
１
７
１

　
○
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
滞
納
処
分

　
　
に
関
す
る
こ
と

　
　
税
務
グ
ル
ー
プ
収
納
班

　
　
電
話
　
１
１
１
１

　
　
内
線
１
７
４

　税金は、必ず納期内に納付しましょう。納期内に納付されないときは、督促状や催告書
が届きます。うっかり納め忘れる場合もありますので、督促状や催告書が届いたときは、
必ず期限までに納付してください。納付されないと延滞金が加算されます。ここでは本市
での市税の納付状況や督促に関する状況をお知らせします。

税金は納期内に納めましょう
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Tax Information

○
車
検
ま
で
納
付
さ
れ
な
い

　
軽
自
動
車
税

○
大
量
の
督
促
状
送
付

○
９
割
に
満
た
な
い

　
納
期
内
納
付

○
廃
車
手
続
き
を
行
わ
な
い

　
ま
ま
放
置

○
今
年
も
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
実
施

　
の
文
書
催
告
を
行
い
ま
す

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
納
付
困
難
な
と
き
は

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

【タイヤロック実施例】【タイヤロック実施例】

【平成22年度の納期内納付率】

※年度末の最終収納率ではありません

市 県 民 税 84. 91％

90. 71％

87. 25％

82. 49％

86. 34％

納期内納付率

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

国民健康保険税

平　　均

税金は納期内に納めましょう税金は納期内に納めましょう



　
今
月
は
、
南
島
原
市
口
之
津
町
の
早
崎
半
島
を
紹

介
し
ま
す
。

　
島
原
半
島
の
最
南
端
に
位
置
す
る
早
崎
半
島
は
、

私
た
ち
が
住
む
島
原
半
島
が
誕
生
し
た
場
所
で
す
。

４
３
０
万
年
前
に
、
早
崎
半
島
付
近
の
海
底
で
火
山

噴
火
が
始
ま
り
、
高
温
の
マ
グ
マ
と
海
水
が
直
接
触

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
爆
発
を
何
度
も
起
こ
し
、
大

量
の
火
山
灰
が
海
中
に
堆
積
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

火
山
体
が
成
長
し
、
火
口
か
ら
マ
グ
マ
の
し
ぶ
き
が

噴
き
上
が
り
、
あ
ふ
れ
出
た
溶
岩
流
が
、
地
表
を
覆

い
ま
し
た
。
こ
の
時
あ
ふ
れ
出
た
溶
岩
は
、
玄
武
岩

質
溶
岩
で
、
粘
り
気
の
小
さ
い
赤
い
溶
岩
が
川
の
よ

う
に
流
れ
下
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
様
子
は
、

現
在
の
ハ
ワ
イ
島
な
ど
で
観
察
さ
れ
る
溶
岩
流
と
同

じ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
早
崎
半
島
の
付
け
根
に
あ
る
口
之
津
港
は

深
い
入
江
と
水
深
を
有
し
、
大
型
船
が
入
港
で
き
る

天
然
の
良
港
で
あ
っ
た
た
め
、
16
世
紀
に
は
南
蛮
貿

易
や
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
は
三
池
石
炭
の
積
出
し
港
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

　
実
は
、
こ
の
地

形
は
、
口
之
津
断

層
に
よ
っ
て
落
ち

込
ん
だ
凹
地
に
、

海
が
入
り
込
ん
で

で
き
た
も
の
な
の

で
す
。
も
し
、
こ

の
断
層
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
歴

史
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　口之津港内には、洋風建築の口之津歴史民俗資料館

があり、明治32年（1899年）に建築された長崎税関口

之津支署庁舎を、現在では資料館として、貴重な生活

用品、生産用具など数多くの歴史的遺産（資料）を展

示しています。

●問い合わせ先

電　　話　050－3381－5089

開館時間　9時～17時

休 館 日　月曜日

料　　金　一般 1人：200円／高校生 1人：150円／

　　　　　小中学生 1人：100円

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑰世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑰世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑰世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑰
島原半島ジオパーク推進連絡協議会 （☎65－5540）

▲早崎半島の海岸では、黒い石畳のような溶岩流
　（早崎玄武岩）が露出しています。

▲口之津港周辺の航空写真 ▲火山灰と溶岩の境目の層は、熱によって中の鉄
　分がさびつき、赤く焼けています。

�
館
長
の
原
田
建
夫
さ
ん
の
楽
し
い

　
解
説
は
、
必
聴
の
価
値
有
り
で
す
。

テーマ：市民誰もがジオガイド（早崎半島）

口之津歴史民俗資料館
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今
ま
で
に
観
光
客
か
ら
道
や
観
光

施
設
を
尋
ね
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
親
切
な
対
応
で
、
観
光
客
の
島

原
へ
の
印
象
は
と
て
も
良
い
よ
う
で

す
。

　
さ
て
、
島
原
で
は
、
平
成
19
年
の

火
山
都
市
国
際
会
議
に
続
き
、
平
成

24
年
５
月
に
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際

ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
島

原
半
島
に
は
海
外
か
ら
多
く
の
お
客

様
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

　
島
原
で
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
「
お

も
て
な
し
」
を
、
海
外
か
ら
の
お
客

様
に
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
毎
月
、

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
簡
単
な

会
話
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
あ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
レ
ッ
ツ

ト
ラ
イ
！

5月から中国語と韓国語の講習会を開催します。詳しくは20ページの記事をご覧ください。

●「海外観光客おもてなし語学講習会」で受講者を募集しています

挨拶を始めるときに使う言葉を紹介します。

初対面で使える言葉なので、みなさんも外

国語にチャレンジしてみてください。

日本では挨拶の時によくおじぎをします。

他の国ではどうでしょうか？
合わせてチェックしてみてください！

「　」はあなた、「好」は良いの意味です。

「　好」でこんにちはの意味になります。朝、

昼、晩いつでも使え、時間を選びません。

“　好”の前に相手の名前をつけて挨拶する

ことがあります。

関連表現には「　早」nI zao おはようござ

います。

「晩上好」wan shang hao こんばんは。な

どがあります。

アンニョンは安寧と言う意味で、すなわち

「元気ですか？」という意味があるので疑問

文の「？」がつきます。

「アンニョンハシムニカ」は、かしこまった

表現で、普通に親しみをこめて軽く言うあ

いさつは「アンニョンハセヨ」で十分です。

いずれも時間にかかわりなく使えます。

英語の［Hel lo］に相当する表現です。

気軽に使える挨拶です。

Good morning.  おはようございます

Good afternoon. こんにちは（午後に使う）

Good evening.  こんばんは

　　　このように時間に合わせて使う表現

　　　　もあります。初対面のときには、

　　　　　堅く握手をします。親しい友達

　　　　　　になると、握手したり、抱き

　　　　　　　しめたり、軽く頬にキスを

　　　　　　　　する場合もあります。

ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
に
向
け
た

ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
に
向
け
た

お
も
て
な
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
語
学
講
座

お
も
て
な
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
語
学
講
座

日本語 英　語

中国語 韓国語

グッドモーニン

グッドァフタヌーン

グッドィヴニング
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　３月３日、島原城下ひなめぐりを盛り上げるた

め、ひな人形に扮した行列がアーケード、森岳商

店街を通り、島原城まで練り歩きました。

　島原城下ひなめぐりは、１月21日から３月６日

まで、島原城観光復興記念館や市内の商店街など

を会場にひな人形の展示や関連イベントを開催。

　初めて行われた今回の行列は、お内裏様とおひ

な様に三人官女や五人囃子も同行し、観光客など

の目を楽しませていました。

　３月５日、スポーツ大会で優秀な成績を収めた小・

中学生を表彰する有馬スポーツ賞表彰式が、有馬武道

館で行われました。

　この賞は、本市の名誉市民・故有馬茂さんの寄付を

もとに、体育やスポーツの振興を目的として昭和56年

に創設され、今回で30回目。

　スポーツ振興基金に三代にわたり浄財の寄付を続け

られている川崎市在住の有馬良知さんに感謝状を贈呈

した後、表彰状の授与を行いました。

　今回受賞した個人・団体は次のとおりです。（敬称略）

　田中さんの誕生日に横田市長が自宅を訪問し、長寿

を祝いました。

次の人たちが100歳の誕生日を迎えました。

ウ
ォッチング

まち
かど
まち
かど
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有馬スポーツ賞表彰式

さらなる活躍を期待

人間ひな飾り行列

あでやかに　にぎやかに

田中ヨシノ さん（111歳、 3/3）田中ヨシノ さん（111歳、 3/3）

酒井チトヱさん（2/27） 廣瀬千枝さん（3/4）酒井チトヱさん（2/27） 廣瀬千枝さん（3/4）

県内最高齢　田中さんが満１１１歳！

おめでとう100歳

個人の部

松田 純香 （陸上競技・大三東小学校５年）

村上 　光 （レスリング競技・第二小学校６年）

松尾 昂彦 （空手道・第一小学校６年）

松田 三奈 （陸上競技・有明中学校１年）

松本 修一 （陸上競技・有明中学校２年）

西浦 大喜 （少林寺拳法・三会中学校２年）

中島 涼輔 （少林寺拳法・第三中学校２年）

本多 正龍 （レスリング競技・有明中学校３年）

伊藤 　奨 （レスリング競技・有明中学校３年）

岡田 幹大 （レスリング競技・第二中学校２年）

堤 麻衣子 （剣道競技・第一中学校１年）

団体の部

第一中学校　剣道部　代表　山下 恵里奈

有明中学校　野球部　代表　本田 勝也

第一中学校　サッカー部　代表　黒田 耕平

平田 莉子 （陸上競技・大三東小学校４年）

林田 直樹 （陸上競技・第五小学校５年）

藤田 健誠 （陸上競技・三会小学校５年）

馬渡 倫瑠 （サッカー・大三東小学校６年）

馬渡 和音 （レスリング競技・第二小学校６年）



　宝くじの助成金によりプロジェクター一式とポー

タブルアンプシステム一式を購入しました。

　自治公民館や生涯学習グループ、各種団体などに

広く貸し出しますので、ご活用ください。

問い合わせ先

　社会教育グループ（☎68－5473）

　島原の顔となる特産品の創出を推進、奨励し、地域

経済の活性化を図ることを目的に、島原市特産品創出

事業「こらやっちゃよかばい事業」を実施しました。

　本年度は、新たに料理部門を設けて募集を行い、商

品部門に７事業所13品目、料理部門に４事業所８品目
の応募がありました。

　２月15日に専門家審査員および市民モニターによる
審査会を実施し、次のとおり優秀賞の「こらうまかた

い賞」が決定しました。

　２月12日・19日・20日、市営陸上競技場で島原が
まだすリーグが開催されました。がまだすリーグは、

九州を本拠地とするサッカーチームの交流戦で、今回

は、サガン鳥栖（Ｊ２）、ギラヴァンツ北九州（Ｊ２）、
Ｖ・ファーレン長崎（ＪＦＬ）、三菱重工長崎（九州リ
ーグ）の４チームがエントリーして、熱戦を繰り広げ
多くの観客が詰めかけました。

　試合結果は次のとおりです。

２月12日
　ギラヴァンツ北九州　５－０　三菱重工長崎

２月19日
　ギラヴァンツ北九州　０－１　Ｖ・ファーレン長崎

２月20日
　サガン鳥栖　３－０　Ｖ・ファーレン長崎

まちかどウォッチング

宝くじの助成で購入
島原のこらやっちゃよかばい事業

島原の新たな特産品を創出

島原がまだすリーグ2011

島原がサッカーで熱くなる
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　（出品者：島原海産物加工組合）
▲島原ローストオイルサーディン

　（出品者：島原観光ホテル小涌園）
▲スーパーポーククリーム丼

　（出品者：合資会社　たかき製麺）
▲眉山の龍　黒ごまひじき麺



　
平
成
23
年
３
月
２
日
か
ら
３
月

10
日
ま
で
に
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

を
含
む
、
ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種

後
の
死
亡
例
が
６
例
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
（
本
市
で
の
報
告
例
は
あ

り
ま
せ
ん
）
。
厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
死
亡
と

の
因
果
関
係
は
、
不
明
と
さ
れ
て

お
り
、
現
在
、
詳
細
な
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
23
年
３

月
14
日
現
在
）
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
厚

生
労
働
省
は
因
果
関
係
の
評
価
が

実
施
さ
れ
る
ま
で
、
念
の
た
め
接

種
を
一
時
的
に
見
合
わ
せ
る
と
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
本

市
も
、
平
成
23
年
３
月
５
日
か
ら

当
面
の
間
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
・

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
一

時
見
合
わ
せ
と
し
ま
す
。
　
　
　

　
な
お
、
単
独
接
種
、
同
時
接
種

ど
ち
ら
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
接
種
の
再
開
時
期
は
、
現
在
不

明
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の

再
開
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
安
全
に
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
保
護
者
は
、
以
下
の
こ

と
に
注
意
の
う
え
、
当
日
に
予
防

接
種
を
受
け
る
か
ど
う
か
判
断
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
け
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

　
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
必
要
性

　
や
効
果
お
よ
び
副
反
応
な
ど
よ

　
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
わ
か
ら

　
な
い
こ
と
は
、
接
種
を
受
け
る

　
前
に
主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ

　
う

・
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を
行

　
い
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
別
に
注
意

　
し
ま
し
ょ
う

・
他
の
予
防
接
種
と
の
間
隔
に
気

　
を
つ
け
、
別
の
予
防
接
種
を
行

　
う
ま
で
に
、
ポ
リ
オ
・
Ｍ
Ｒ
（
麻

　
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）
・
Ｂ
Ｃ

　
Ｇ
な
ど
は
接
種
後
27
日
以
上
、

　
三
種
混
合
・
二
種
混
合
・
日
本

　
脳
炎
な
ど
は
６
日
以
上
間
隔
を

　
空
け
ま
し
ょ
う

・
母
子
健
康
手
帳
は
必
ず
持
参
し

　
接
種
後
は
記
載
さ
れ
た
内
容
の

　
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

・
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

　
病
院
を
受
診
す
る
前
に
、
母
子

　
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
保
健
セ

　
ン
タ
ー
へ
来
て
く
だ
さ
い
（
開

　
館
時
間
…
平
日
８
時
30
分
か
ら

　
17
時
15
分
ま
で
）

　
平
成
23
年
度
「
島
原
市
は
り
、

き
ゅ
う
及
び
あ
ん
摩
等
利
用
券
」

な
ら
び
に
「
島
原
市
あ
ん
摩
等
利

用
券
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
受
付
窓
口
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
険
・

　
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
、
有
明
支

　
所
、
三
会
出
張
所

▼
持
参
品
　
印
鑑
、
保
険
証

　
市
で
は
、
市
医
師
会
指
定
の
医

療
機
関
で
婦
人
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
以
上
の
人
や
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
生
活

保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

▼
子
宮
頸
が
ん
検
診

・
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
20
歳
以
上
の
女
性

・
検
診
内
容
　
頸
部
、
頸
体
部

・
負
担
金
　
頸
部
…
７
０
０
円
、

　
頸
体
部
…
１
０
０
０
円

▼
乳
が
ん
検
診

・
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
30
歳
以
上
の
女
性

・
検
診
内
容
　
視
触
診
と
超
音
波

・
負
担
金
　
５
０
０
円

　
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

の
学
習
や
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
、

お
風
呂
の
入
れ
方
な
ど
の
体
験
、

妊
婦
体
験
キ
ッ
ト
を
利
用
し
た
妊

娠
後
期
の
体
に
か
か
る
負
担
な
ど

の
体
験
が
で
き
ま
す
。

▼
開
催
日
と
内
容

・
毎
月
第
２
月
曜
日
…
赤
ち
ゃ
ん

　
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、
妊
婦
疑

　
似
体
験
な
ど

・
毎
月
第
４
月
曜
日
…
調
理
実
習

※
予
約
が
必
要
で
す

▼
と
　
き
　
開
催
日
の
10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
妊
婦
お
よ
び
そ
の
家

　
族

▼
参
加
費
　
無
料

　
市
で
は
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
食
生

活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
毎
週
水
曜
日
　
９
時

　
か
ら
11
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測

　
定
、
検
尿
、
体
脂
肪
測
定
な
ど

　
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
そ
れ
ま
で
元

気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や

窒
息
で
は
な
く
睡
眠
中
に
突
然
死

亡
す
る
病
気
で
す
。
原
因
は
、
ま

だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
次
の
３
つ
を
守
る
こ
と
で
、
発

症
の
可
能
性
を
小
さ
く
で
き
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

　
医
学
上
の
理
由
で
必
要
な
と
き

以
外
は
、
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
た
ば
こ
は
や
め
る

　
妊
婦
自
身
が
禁
煙
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
妊
婦
や
乳
児
の
そ
ば

で
の
喫
煙
も
避
け
る
よ
う
、
身
近

な
人
の
協
力
が
必
要
で
す

③
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

　
人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起

こ
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
乳
児
は

人
工
乳
の
乳
児
と
比
べ
て
発
症
率

が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

お
よ
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
一
時
見
合
わ
せ
に
つ
い
て

島
原
市
は
り
、き
ゅ
う
お
よ
び

あ
ん
摩
等
利
用
券
の
申
請

予
防
接
種
を
受
け
る
際
の
注
意
点

両 

親 

学 

級

婦 

人 

検 

診

健
康
相
談
の
開
催

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
）
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を

守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト



　
職
場
や
家
庭
で
の
環
境
・
人
間

関
係
な
ど
か
ら
私
た
ち
は
絶
え
ず

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
（
ス
ト
レ
ス
の

原
因
と
な
る
も
の
）
を
受
け
て
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
は
、
こ
う
し

た
日
常
の
中
で
体
に
生
じ
る
変
化

の
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
原
因
と

な
る
刺
激
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
は
単
な
る
悪
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
い
ろ
い
ろ
と
問
題
を
起
こ
す
ス

ト
レ
ス
で
す
が
、
で
は
一
切
な
い

状
態
が
ベ
ス
ト
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

充
実
し
た
生
活
・
人
生
を
送
れ
る

の
は
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
緊
張
が

あ
る
か
ら
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
が
全
く
無

い
状
態
で
は
免
疫
力
低
下
、
自
律

神
経
機
能
異
常
な
ど
の
症
状
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
、
実
験
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
努
力
や
向
上
心
が
生
ま
れ
、
身

体
機
能
が
正
常
に
保
た
れ
る
な
ど

適
度
な
ス
ト
レ
ス
に
は
そ
う
し
た

働
き
が
あ
り
、
い
わ
ば
必
要
不
可

欠
な
も
の
な
の
で
す
が
、
過
度
な

ス
ト
レ
ス
は
、
心
身
の
不
調
を
も

た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
の
癖
を
知
ろ
う

　
人
そ
れ
ぞ
れ
、
物
事
の
と
ら
え

方
に
は
癖
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
失

敗
で
も
、
こ
の
世
の
終
わ
り
の
よ

う
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
人
も
い

れ
ば
、
ま
た
頑
張
れ
ば
い
い
や
と

思
え
る
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

一
種
の
癖
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

ま
ず
自
分
の
癖
に
気
づ
い
て
、
考

え
方
を
少
し
改
め
る
だ
け
で
、
結

果
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

生
活
習
慣
を
整
え
る

　
不
規
則
な
生
活
習
慣
は
、
自
律

神
経
の
活
動
を
狂
わ
せ
、
そ
れ
は

体
の
不
調
の
も
と
と
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と
る
こ
と
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け

る
こ
と
、
適
度
な
運
動
を
続
け
る

こ
と
が
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
維
持

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

○
睡
眠

・
安
眠
で
き
る
環
境
を
整
え
る

・
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
る

　
よ
う
に
す
る

○
食
事

・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

・
楽
し
く
食
事
で
き
る
環
境
を
作

　
る

○
運
動

・
三
日
坊
主
に
な
ら
な
い
よ
う
適

　
度
に
行
う

・
有
酸
素
運
動
を
積
極
的
に
取
り

　
入
れ
る

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら

早
め
の
対
応
を

　
体
調
の
異
変
は
「
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る
よ
」
と
い
う
、
疲

れ
た
心
か
ら
の
警
告
で
す
。
早
い

段
階
で
異
常
に
気
づ
き
、
早
め
に

対
応
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
れ

ば
、
軽
症
の
う
ち
に
回
復
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
そ
の
サ

イ
ン
に
気
づ
か
な
か
っ
た
り
、
無

視
し
て
い
る
と
、
う
つ
病
を
始
め

と
す
る
本
格
的
な
心
の
病
気
を
発

症
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

自
分
の
判
断
で
間
違
っ
た
対
応
を

す
る
と
、
か
え
っ
て
症
状
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
専
門

家
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
が
大
切
で

す
。

原田形成整形外科医院 片 町 64－3939

安 藤 病 院 雲仙市吾妻町 38－2152

貴 田 病 院 有明町大三東 68－0040

み や ざ き 歯 科 湖 南 町 62－7300

4月 健
康ガ
イ

ド

今月のテーマ

健康テレホンサービス

フリーダイヤルが開設されました
� 0120－555－203

休日の

■ 当番医　　　診療時間 午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間 午前9時～正午

お医者さん
歯医者さん

※都合により変更することがあります

「ストレスを自分で　　
　コントロールしよう」

17　  平成23. 4.

い と う 整 形 外 科 広馬場町 61－0110

愛 野 診 療 所 雲仙市愛野町 36－0009

酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62－6655

西 村 ク リ ニ ッ ク 下川尻町 62－0888

山口外科胃腸科医院 大手原町 62－3200

かわはら内科胃腸科医院 坂 上 町 62－5413

電話番号日 医  療  機  関

3
日

（日）

10
日

（日）

17
日

（日）

24
日

（日）

5
月
1
日

（日）

29
日

（金）
稲田整形外科医院 片 町 62－6355

中 村 眼 科 医 院 雲仙市愛野町 36－1060

キ タ 忍 歯 科 医 院 湊 町 63－6711

柴 田 長 庚 堂 病 院 中 堀 町 64－1111

有 明 保 養 院 雲仙市愛野町 36－0153

大 岡 歯 科 医 院 弁天町一丁目 63－7616

松 岡 病 院 江 戸 丁 62－2526

松 本 医 院 雲仙市愛野町 36－0053

大 場 歯 科 医 院 浦田一丁目 62－4579

木 下 内 科 医 院 中 野 町 64－5851

愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36－0015

み な と 歯 科 医 院 中 組 町 63－1747

魚 住 医 院 城内一丁目 63－2286

植 木 歯 科 医 院 白 土 町 62－3765

石橋こどもクリニック 新町一丁目 65－0008

土・日

月 血圧が下がりにくい  －高血圧の治療－

外 陰 部 の か ゆ み

金 歯周病と全身の健康との深い関係①

光 線 過 敏 症木

注意が必要なのどの病気  －溶連菌感染症－水

火 床 ず れ の 予 防 と 治 療
ようれんきん

月

4



●と　　き　　4月23日（土）、5月から12月までの毎月第2土曜日
　　　　　　　（全10回）　13時30分から15時30分まで

●と こ ろ　　安中公民館
●内　　容　　500色の色鉛筆で新しい色彩感覚を学び
　　　　　　　ながら、自然素材を用いた絵の具づくり

　　　　　　　を体験していきます

　　　　　　　（ドローイング、絵本の挿絵描き、読書感想画など）

●対 象 者　　小学生　　●募集人数　　20人
●受 講 料　　第３回目まで無料
　　　　　　　（第４回目から300円程度の材料費）

●持 参 品　　エプロンまたは汚れてもよい服装、タオル
●講　　師　　モロタ　ミワ　先生（アトリエ葉々）

●問い合わせ先　　安中公民館

初心者のための講座です、楽しく和気あいあいと世界にひとつ
だけの作品を作ってみませんか。
●と　　き　　5月10日（火）・12日（木）・17日（火）・19日（木）・
　　　　　　　24日（火）・26日（木）　（全6回）
　　　　　　　9時30分から12時まで

●と こ ろ　　杉谷公民館
●対 象 者　　市内在住で６回とも参加できる人
●募集人数　　15人　　●受 講 料　　600円（材料費）
●申込期間　　4月8日（金）から4月17日（日）まで

●問い合わせ先　　杉谷公民館

気軽においしくできる料理を学びます。

花のある生活を楽しみませんか。

●と　き　毎月第2・4水曜日

　　　　　10時から

●ところ　白山公民館

●募集人数　20人

●問い合わせ先　白山公民館

革を楽しんでみませんか。

●と　き　毎月第2・4火曜日

　　　　　19時30分から

●ところ　白山公民館

●募集人数　20人

●問い合わせ先　白山公民館

世界に一枚しかないあなただけの
絵手紙を作ってみませんか。

●と　き　毎月第2・4水曜日

　　　　　13時30分から

●ところ　白山公民館

●募集人数　25人

●問い合わせ先　白山公民館

●と　き　毎月第２火曜日

　　　　　10時から

●ところ　白山公民館

●募集人数　20人

●と　き　毎月第２木曜日

　　　　　19時30分から

●ところ　白山公民館

●募集人数　20人

花づくりの基礎や季節の寄せ植え・園芸用土の作り方
などを学びます。
●と　き　毎月第1・3木曜日　9時30分から

●ところ　白山公民館　　●募集人数　30人

●問い合わせ先　白山公民館

●問い合わせ先　白山公民館

◆白山公民館（☎63－2221）

◆安中公民館（☎63－2253）

◆霊丘公民館（☎64－2023）

◆森岳公民館（☎63－2242）

◆杉谷公民館（☎63－2231）

◆三会公民館（☎62－4505）

◆有明公民館（☎68－1101）

公民館の各種講座は地区に関係なく

どなたでも参加できます

☆市立公民館の各種講座・行事はホームページからも確認する

　ことができます。また、掲示板を新たに設けました。

　http://www.city.shimabara.lg.jp/section/kominkan/index.html

生 け 花 教 室

レザークラフト教室

絵 手 紙 教 室
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こ ど も 絵 画 教 室

杉 谷 陶 芸 教 室

料　理　教　室

昼

の

部

夜

の

部

園　芸　教　室



　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
有
明
青
年

団
の
皆
さ
ん
で
す
。
現
在
、
市
内
に

は
島
原
市
青
年
団
、
白
山
青
年
団
、

有
明
青
年
団
の
３
つ
の
団
体
が
あ
り

ま
す
。

　
有
明
青
年
団
は
、
地
域
交
流
や
社

会
奉
仕
活
動
、
会
員
相
互
の
親
睦
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
の
発
展
や
団
員
の
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
、
現
在
、
男
性
・
女
性

を
含
め
団
員
は
15
人
い
る
そ
う
で
す
。

　
主
な
活
動
は
、
海
岸
清
掃
や
自
治

会
敬
老
会
で
の
踊
り
の
披
露
に
よ
る

地
域
交
流
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ガ
教
室
や

ケ
ー
キ
づ
く
り
な
ど
の
青
年
教
室
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
団
長
の
本
多
圭
介
さ
ん
に
よ
る
と

「
青
年
団
と
聞
く
と
堅
苦
し
い
感
じ

が
し
ま
す
が
、
私
た
ち
青
年
団
は
、

若
者
の
繋
が
り
を
第
一
と
し
て
、
自

分
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
へ

貢
献
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
に
あ

り
が
と
う
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た

と
き
が
一
番
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
仲
間
を
増
や
し
、
楽
し
み
な
が
ら

地
域
貢
献
が
で
き
る
青
年
団
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
…
有
明
公
民
館
（
☎

　
１
１
０
１
）

　
島
原
図
書
館
の
二
階
に
旧
島
原
藩
主
松
平

家
が
所
蔵
し
て
い
た
古
文
書
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
松
平
文
庫
で
す
。

　
文
庫
は
、
代
々
の
藩
主
が
収
集
し
た
も
の

で
す
が
、
島
原
に
お
け
る
松
平
家
初
代
の
忠

房
公
が
集
め
た
和
漢
の
書
物
が
中
核
に
な
っ

て
お
り
、
昭
和
５
年
に
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
書
物
は
文
武
両
道
を
図
る
た
め

家
臣
に
も
開
放
さ
れ
、
島
原
藩
の
学
校
で
あ

る
「
稽
古
館
」
が
建
て
ら
れ
た
と
き
、
学
生

の
教
材
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
後
、
松
平
文
庫
は
、
松
平
家
の

管
理
事
務
所
に
保
管
さ
れ
、
戦
後
、
関
係
者

の
尽
力
に
よ
り
松
平
家
か
ら
当
時
の
島
原
公

民
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
35
年
か
ら

九
州
大
学
が
一
年
を
か
け
て
目
録
を
作
成
し

そ
れ
を
機
に
国
文
学
者
な
ど
に
第
一
級
の
資

料
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
島
原
図
書
館
に
は
、
学
術
的
に
貴
重
な
「
松

平
文
庫
」
を
恒
久
的
に
保
管
す
る
た
め
一
階

に
展
示
室
、
二
階
に
収
蔵
庫
・
作
業
室
・
閲

覧
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
長
い
年
月
の
間
に
傷
ん
だ
書
物
も
数
多
く

あ
り
、
そ
の
修
復
作
業
が
現
在
も
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら
研
究
者
な
ど

が
数
多
く
訪
れ
、
国
文
学
や
、
史
学
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
展
示
室
で
は
「
松
平
忠
房
　
島
原

入
部
３
４
０
周
年
　
松
平
文
庫
展
（
Ⅱ
）
」
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
島
原
図
書
館
が
開
館
し

て
い
る
と
き
は
い
つ
で
も
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

ふ
る
さ
と
再
発
見

「 

有 

明 

青 

年 

団 

」

―  

松  

平  

文  

庫  

―
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島
原
市
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

・
高
等
学
校
（
専
修
学
校
の
高
等

　
課
程
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
課

　
程
を
含
む
）
…
１
万
５
０
０
０

　
円

・
高
等
学
校
以
外
（
大
学
・
短
大
・

　
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な

　
ど
）
…
２
万
５
０
０
０
円

※
貸
し
付
け
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を

　
す
べ
て
満
た
す
人

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
市
内
在

　
住
で
あ
る
こ
と

②
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る

　
人
（
専
修
学
校
な
ど
は
２
年
以

　
上
の
課
程
に
修
業
す
る
人
）

③
経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難

　
な
人

④
学
業
成
績
が
良
好
で
、
品
行
方

　
正
な
人

⑤
日
本
学
生
支
援
機
構
・
長
崎
県

　
育
英
会
な
ど
の
奨
学
生
で
は
な

　
い
こ
と

▼
償
還
方
法
　
高
校
な
ど
卒
業
の

　
半
年
後
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け

　
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
に
、

　
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
の
方
法
で

　
償
還

▼
受
付
期
限
　
６
月
30
日
（木）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
教
育
総
務
グ
ル
ー

　
プ
ま
た
は
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
そ
の
他
必
要
な

　
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
グ
ル

　
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
な
ど
は
教
育
委
員
会
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線

　
６
２
２
）

長
崎
県
育
英
会
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

・
国
公
立
大
学
な
ど
…
４
万
１
０

　
０
０
円
以
内

・
私
立
大
学
な
ど
…
４
万
７
０
０

　
０
円
以
内

※
貸
し
付
け
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を

　
す
べ
て
満
た
す
人

①
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子

　
な
ど

②
大
学
等
（
大
学
・
短
期
大
学
・

　
専
修
学
校
な
ど
）
に
在
学
し
て

　
い
る
人

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

　
難
で
、
か
つ
、
人
物
、
学
業
と

　
も
奨
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

　
人

▼
償
還
方
法
　
大
学
な
ど
卒
業
の

　
６
カ
月
後
か
ら
貸
付
総
額
に
応

　
じ
て
20
年
以
内
に
年
賦
、
半
年

　
賦
、
月
賦
ま
た
は
月
賦
・
半
年

　
賦
併
用
い
ず
れ
か
の
方
法
で
償

　
還

▼
受
付
期
限
　
４
月
28
日
（木）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
教
育
総
務
グ
ル
ー

　
プ
ま
た
は
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
そ
の
他
必
要
な

　
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
グ
ル

　
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線

　
６
２
２
）
ま
た
は
長
崎
県
育
英

　
会
（
☎
０
９
５
―
８
２
４
―
７

　
５
０
１
）

　
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
地
域
の
防
災
活

動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
消
防

学
校
に
一
日
入
校
し
、
消
火
訓
練

や
地
震
体
験
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
利
用
し

た
救
急
蘇
生
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
と
　
き
　
５
月
31
日
（火）
　
８
時

　
50
分
か
ら
17
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
県
消
防
学
校
（
大
村

　
市
）

※
市
役
所
本
庁
か
ら
車
で
送
迎
し

　
ま
す

▼
定
　
員
　
10
人

▼
申
込
方
法
　
４
月
28
日
（木）
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
交
通
防
災

　
班
（
☎
内
線
２
４
１
）

　
平
成
24
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る

「
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会

議
」
に
向
け
、
市
民
を
対
象
と
し

た
語
学
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
５
月
10
日
（火）
か
ら
10

　
月
28
日
（金）
ま
で

会　  場

森岳公民館ほか

霊丘公民館ほか

森岳公民館ほか

森岳公民館ほか

森岳公民館ほか

開催曜日

毎週水曜日

毎週火曜日

毎週火曜日

毎週金曜日

（※9月23日を除く）

毎週金曜日

（※9月23日を除く）

中国語

会 話

韓国語

会 話

コ ー ス 名

19：00～20：30

14：00～15：30

19：00～20：30

19：00～20：30

14：00～15：30

時　間

初級1

初級2（昼）

初級1（夜）

初級2（夜）

初級1（昼）
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■有明庁舎
　　（代表）☎68－1111
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募
　
　
　
集

奨
学
金
の
貸
し
付
け

海
外
観
光
客
お
も
て
な
し

語
学
講
習
会
受
講
者
の
募
集

自
主
防
災
組
織
研
修
課
程

参
加
者
の
募
集



※
英
会
話
講
習
は
、
日
程
な
ど
が

　
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
内
　
容

・
初
級
１
…
初
歩
的
な
会
話
の
講

　
習

・
初
級
２
…
昨
年
度
の
講
習
を
受

　
講
し
た
人
な
ど
（
初
級
１
よ
り

　
少
し
進
ん
だ
内
容
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
募
集
人
数
　
各
30
人

▼
募
集
期
限
　
５
月
６
日
（金）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電

　
話
番
号
と
受
講
希
望
の
講
座
を

　
明
記
し
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
　
５

　
４
７
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
５
４
８
０
）

▼
受
験
資
格

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
人
で
次
の
条
件
を
満
た
す

　
人

・
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

　
成
24
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
人
（
人
事
院

　
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　
る
者
を
含
む
）

▼
採
用
人
数
　
８
５
０
人
（
予
定
）

▼
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

▼
試
験
日

・
１
次
試
験
…
６
月
12
日
（日）

・
２
次
試
験
…
７
月
19
日
（火）
か
ら

　
７
月
26
日
（火）
ま
で
の
う
ち
指
定

　
す
る
日

▼
申
込
期
限
　
４
月
14
日
（木）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
島
原
税
務
署

　
総
務
課
（
☎
　
３
２
８
１
）
ま

　
た
は
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

　
（
☎
０
９
２
―
４
１
１
―
０
０

　
３
１
）

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
被
害
者

や
そ
の
家
族
へ
の
電
話
・
面
接
相

談
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
支
援
に

従
事
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
講
座
内
容
　
法
律
、
社
会
福
祉
、

　
精
神
心
理
、
電
話
相
談
技
術
な

　
ど

▼
講
座
期
間
　
平
成
23
年
６
月
か

　
ら
同
年
11
月
ま
で

▼
受
講
料
　
無
料

▼
応
募
資
格
　
20
歳
か
ら
65
歳
ま

　
で
の
人
で
心
身
共
に
健
康
な
人

▼
募
集
人
数
　
10
人
程
度

▼
応
募
期
限
　
４
月
30
日
（土）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書
に
「
志
望

　
動
機
及
び
犯
罪
被
害
者
支
援
に

　
つ
い
て
思
う
こ
と
」
に
つ
い
て

　
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え

　
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
提
出
し
た
履
歴
書
、
作
文
は
返

　
却
で
き
ま
せ
ん

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎

　
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
（
〒
８
５
０
―
０
０
５
７
　
長

　
崎
市
大
黒
町
３
―
１
　
☎
０
９

　
５
―
８
２
０
―
４
９
７
８
）

▼
と
　
き
　
４
月
19
日
（火）
か
ら
７

　
月
29
日
（金）
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
・

　
金
曜
日
　
19
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
立
弓
道
場

▼
対
象
者
　
市
内
に
居
住
ま
た
は

　
勤
務
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の

　
初
心
者
（
中
学
生
は
保
護
者
の

　
送
迎
が
必
要
で
す
）

▼
参
加
料
　
２
５
０
０
円
（
保
険

　
料
を
含
む
）

▼
申
込
方
法
　
初
回
（
４
月
19
日
）

　
に
直
接
弓
道
場
に
来
て
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
弓
道
協
会

　
本
田
（
☎
　
３
５
５
２
）

　
４
月
１
日
か
ら
、
平
成
23
年
度

の
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
公
開
し
ま
す
。

　
縦
覧
制
度
は
、
市
内
に
土
地
・

家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の

納
税
者
が
、
他
の
土
地
・
家
屋
の

価
格
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
人
所
有
の
資
産
の
評
価
が
適
正

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る

制
度
で
す
。

　
平
成
23
年
度
は
価
格
の
据
置
年

度
と
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
中
に

新
・
増
築
な
ど
し
た
家
屋
お
よ
び

地
目
変
更
な
ど
の
あ
っ
た
土
地
が

価
格
の
見
直
し
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

▼
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
（金）
か
ら

　
５
月
31
日
（火）
ま
で
（
土
曜
・
日

　
曜
・
祝
日
は
除
く
）
　
８
時
30

　
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

▼
縦
覧
場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ
固

　
定
資
産
税
班

▼
縦
覧
で
き
る
人
　
土
地
ま
た
は

　
家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産
税

　
の
納
税
者

▼
縦
覧
で
き
る
内
容

・
土
地
…
所
在
、
地
番
、
地
目
、

　
地
積
、
価
格

・
家
屋
…
所
在
、
家
屋
番
号
、
種

　
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
グ
ル
ー

　
プ
固
定
資
産
税
班
（
☎
内
線
１

　
７
３
）

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
（
在
宅
）

　
の
人
で
、
自
分
で
運
転
を
行
な

　
わ
ず
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
す
る
人

①
療
育
手
帳
所
持
者

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
級
所
持
者

③
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
１
級
ま
た
は
２
級
で
車
い
す
を

　
常
用
し
て
い
る
人

・
通
院
に
よ
り
人
工
透
析
を
受
け

　
て
い
る
人

・
視
覚
障
害
１
級
で
ひ
と
り
暮
ら

　
し
の
人
な
ど

▼
持
参
品
　
障
害
者
手
帳
、
障
が

　
い
者
本
人
の
印
鑑

▼
受
付
開
始
日
　
４
月
１
日
（金）
か

　
ら

▼
申
請
・
問
い
合
せ
先
　
福
祉
保

　
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎

　
内
線
２
７
３
）
ま
た
は
有
明
支

　
所
（
☎
内
線
５
０
７
）
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固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

重
度
心
身
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

お 

知 

ら 

せ

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

被
害
者
支
援
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

養
成
講
座
受
講
生
の
募
集

国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）

の
募
集



▼
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し

　
当
該
者
世
帯
に
お
い
て
、
直
近

　
の
住
民
税
お
よ
び
前
年
の
所
得

　
税
額
が
非
課
税
の
世
帯
で
次
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
要
介
護
認
定
、
要
支
援
認
定
を

　
受
け
た
65
歳
以
上
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、

　
等
級
が
１
級
・
２
級
の
人

▼
対
象
工
事
　
手
す
り
の
設
置
、

　
段
差
解
消
な
ど

▼
助
成
額
　
対
象
工
事
費
用
の
３

　
分
の
２

※
助
成
限
度
額
　
高
齢
者
…
29
万

　
円
（
介
護
保
険
の
給
付
額
を
含

　
む
）
、
障
が
い
者
…
22
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉

　
班
（
☎
内
線
２
７
７
）
ま
た
は

　
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
６
）

▼
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
65
歳
以
上
の
特
定
高
齢
者（
要

　
介
護
認
定
、
要
支
援
認
定
に
該

　
当
し
な
い
人
で
、
生
活
機
能
の

　
低
下
が
心
配
さ
れ
る
人
）
な
ど

　
で
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
い
ず

　
れ
か
の
者
の
前
年
の
所
得
税
額

　
が
14
万
円
以
下
の
世
帯
に
属
す

　
る
人

▼
対
象
工
事
　
手
す
り
の
設
置
、

　
段
差
の
解
消
な
ど

▼
助
成
額
　
対
象
工
事
費
用
の
３

　
分
の
２

※
助
成
限
度
額
３
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉

　
班
（
☎
内
線
２
７
７
）
ま
た
は

　
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
６
）

▼
特
別
障
害
者
手
当
　
20
歳
以
上

　
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
の
重
度

　
の
障
が
い
に
よ
り
、
常
時
特
別

　
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

　
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
支
給
月
額
…
２
万
６
３
４
０
円

　
（
平
成
23
年
４
月
以
降
）

※
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

▼
障
害
児
福
祉
手
当
　
20
歳
未
満

　
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
の
重
度

　
の
障
が
い
に
よ
り
、
常
時
の
介

　
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人
に

　
支
給
さ
れ
ま
す

・
支
給
月
額
…
１
万
４
３
３
０
円

　
（
平
成
23
年
４
月
以
降
）

※
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
保
健
総

　
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内
線

　
２
７
３
）

　
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
活
動
中

の
万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や

　
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
、
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
５

　
人
以
上
の
団
体

▼
保
険
期
間
　
加
入
手
続
き
日
の

　
翌
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日

　
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
・
ス
ポ

　
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
ス
ポ
ー
ツ

　
振
興
班
（
☎
内
線
６
６
２
）

　
平
成
23
年
６
月
17
日
任
期
満
了

に
伴
う
島
原
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
５
月
29
日
（日）
執
行
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
す

る
人
へ
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
４
月
15
日
（金）
　
13
時

　
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
島
原
文
化
会
館
　
中

　
ホ
ー
ル

▼
出
席
で
き
る
人
　
島
原
市
議
会

　
議
員
一
般
選
挙
へ
立
候
補
を
予

　
定
す
る
人
お
よ
び
そ
の
関
係
者

▼
関
係
書
類
　
立
候
補
に
必
要
な

　
関
係
書
類
一
式
を
、
説
明
会
時

　
に
交
付
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理

　
委
員
会
（
☎
内
線
３
１
１
）

　
市
民
の
健
康
増
進
を
図
り
、
長

崎
国
体
へ
の
気
運
を
高
め
る
た
め

が
ん
ば
ら
ん
ば
体
操
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
毎
月
第
４
金
曜
日

　
（
４
月
22
日
・
５
月
27
日
・
６

　
月
24
日
・
７
月
22
日
・
８
月
26

　
日
・
９
月
23
日
・
10
月
28
日
・

　
11
月
25
日
・
12
月
23
日
・
平
成

　
24
年
１
月
27
日
・
２
月
24
日
・

　
３
月
23
日
）
　
15
時
か
ら
16
時

　
ま
で

※
都
合
の
良
い
日
の
み
に
参
加
で

　
き
ま
す

▼
と
こ
ろ
　
市
立
有
馬
武
道
館

▼
持
参
品
　
運
動
の
で
き
る
服
装

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
・
ス
ポ

　
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
ス
ポ
ー
ツ

　
振
興
班
（
☎
内
線
６
６
３
）

　
地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
便
乗
し
た
悪
徳
商
法
の
事
案

が
県
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
工
事
や
代
金

請
求
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
地

デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や
テ
レ
ビ

局
、
そ
の
関
係
機
関
が
費
用
を
請

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
ら
、
す

ぐ
に
は
支
払
わ
ず
、
身
分
証
の
提

対象となる団体

子どものグループ
（中学生以下）

文化活動団体等
（高校生以上）

成人のスポーツ団体
（高校生以上）

成人のスポーツ団体
（うち65歳以上）

掛　金
傷害保険（補償金額）

（一人年額） 死　亡
（後遺障害）

入院
（日額）

4,000円

4,000円

1,800円

通院
（日額）

1,500円

1,500円

1,000円

（3,000万円）
2,000万円

（900万円）
600万円

（3,000万円）
2,000万円

800円

1,600円

600円

平成23. 4.  　22

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
に
つ
い
て

高
齢
者
・
障
害
者

住
宅
改
造
費
助
成
事
業

島
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催

地
デ
ジ
に
便
乗
し
た
悪
質

商
法
に
注
意
を

特
定
高
齢
者
等

住
宅
改
造
費
助
成
事
業

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

が
ん
ば
ら
ん
ば
体
操
教
室



示
な
ど
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

　
不
審
と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
省
九
州
総
合

通
信
局
（
☎
０
９
６
―
３
２
６
―

７
８
８
２
）
ま
た
は
総
務
省
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０

―
０
７
―
０
１
０
１
）
へ
。

　
「
人
が
輝
く
、
産
業
が
輝
く
、

地
域
が
輝
く
長
崎
県
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
す
る
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
長
崎
県
総

合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
政
策
企
画

　
課
（
☎
０
９
５
―
８
２
４
―
１

　
１
１
１
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

▼
と
　
き
　
５
月
10
日
（火）
か
ら
５

　
月
11
日
（水）
ま
で
　
９
時
か
ら
17

　
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
島
原
消
防
署

▼
内
　
容
　
甲
種
・
乙
種
（
第
１

　
類
〜
第
６
類
）
・
丙
種

▼
申
込
期
間
　
４
月
11
日
（月）
か
ら

　
５
月
２
日
（月）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
長
崎
県
危
険
物
安
全
協

　
会
（
☎
０
９
５
―
８
２
５
―
８

　
４
７
９
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
と
　
き
　
６
月
19
日
（日）
　
10
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
島
原
工
業
高
校

▼
内
　
容
　
甲
種
・
乙
種
（
第
１

　
類
〜
第
６
類
）
・
丙
種

▼
申
込
期
間

・
書
面
申
請
…
４
月
11
日
（月）
か
ら

　
４
月
28
日
（木）
ま
で

・
電
子
申
請
…
４
月
８
日
（金）
か
ら

　
４
月
28
日
（木）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

　
ー
長
崎
県
支
部
（
☎
０
９
５
―

　
８
２
２
―
５
９
９
９
）

　
市
で
は
、
ご
み
減
量
化
と
再
資

源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
新
し
い
電
話
帳

の
配
布
（
４
月
）
に
合
わ
せ
、
古

い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
電
話
帳
回
収
に
関
す
る
こ
と
…

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
―
（
☎

　
０
１
２
０
―
５
０
６
―
３
０
９
）

・
ご
み
減
量
化
に
関
す
る
こ
と
…

　
環
境
グ
ル
ー
プ
廃
棄
物
対
策
班

　
（
☎
内
線
１
９
３
）

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
が
、

外
出
先
で
電
話
連
絡
な
ど
必
要
が

生
じ
た
際
に
、
用
件
や
連
絡
な
ど

を
書
い
て
近
く
の
人
に
協
力
を
お

願
い
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
用
具
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
「
電

話
お
願
い
手
帳
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
手
帳
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

場
合
な
ど
緊
急
時
に
使
用
す
る
と

き
や
、
病
院
な
ど
で
順
番
待
ち
を

し
て
い
る
場
合
に
手
招
き
で
呼
ん

で
も
ら
い
た
い
と
き
な
ど
の
ほ
か

筆
談
の
時
の
メ
モ
用
紙
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
手
帳
を
提
示
さ
れ
た
と
き
は
、

代
わ
り
に
電
話
を
か
け
る
な
ど
の

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉

　
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班（
☎

　
内
線
２
７
３
）
ま
た
は
有
明
支

　
所
（
☎
内
線
５
０
７
）

　
県
立
島
原
農
業
高
校
の
生
徒
が

作
っ
た
洋
菓
子
や
野
菜
の
販
売
の

ほ
か
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
や

和
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

▼
と
　
き
　
４
月
23
日
（土）
　
９
時

　
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
島
原
農
業
高
校
正
面

　
玄
関
前

▼
販
売
品
　
農
産
物
（
鶏
卵
、
卵

　
油
、
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
ミ
ズ

　
ナ
な
ど
）
、
苗
物
（
ナ
ス
、
ピ

　
ー
マ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ベ
ゴ
ニ

　
ア
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
）
、
加
工

　
品
（
ス
ー
プ
生
姜
め
ん
、
ケ
ー

　
キ
、
温
泉
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
黒

　
糖
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
島
原
農
業
高

　
校
（
☎
　
５
１
２
５
）

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　
平
成
23
年
４
月
分
か
ら
の
国
民

年
金
の
保
険
料
は
、
80
円
引
き
下

げ
ら
れ
て
１
万
５
０
２
０
円
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
に
よ
り
全
国
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
で
き

る
ほ
か
、
口
座
振
替
納
付
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
納
付
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も

で
き
ま
す
（
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
は
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）。

　
詳
し
く
は
、
諫
早
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
５
７
　
１
６
６
３
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

前
納
制
度

　
１
年
分
や
半
年
分
の
保
険
料
を

ま
と
め
て
支
払
う
と
割
引
さ
れ
る

前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

納
付
書
と
口
座
振
替
で
は
割
引
額

が
異
な
り
ま
す
。

▼
１
年
分
…
18
万
２
４
０
円

・
納
付
書
…
17
万
７
０
４
０
円

　
（
３
２
０
０
円
割
引
）

・
口
座
振
替
17
万
６
４
６
０
円

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

23　  平成23. 4.

新
し
い
長
崎
県
総
合
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を

差
し
出
さ
れ
た
ら

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

準
備
講
習
会
の
開
催

古
い
電
話
帳
の
回
収

島
農
春
の
市



●狂犬病とは

　人間を含む全ての哺乳類が感染する病気で、

　全世界で毎年約５万人以上の人が発症し、亡

　くなっている大変怖い感染症です。

●手数料（１頭当たり）

�登録済　3，050円

　（注射代＋注射済票交付手数料）

�未登録　6，050円

　（登録手数料＋注射代＋注射済票交付手数料）

●注意事項

�食欲・元気がない、

　妊娠・授乳・治療中

　などがあれば、注射

　を受ける前に獣医師

　に伝えてください。

�注射当日は犬を制御できる人が連れてきて、

　犬のフンは飼い主が責任を持って処理してく

　ださい。

●問い合わせ先

　環境グループ衛生保全班（☎内線192）

　
（
３
７
８
０
円
割
引
）

▼
半
年
分
…
９
万
１
２
０
円

・
納
付
書
…
８
万
９
３
９
０
円

　
（
７
３
０
円
割
引
）

・
口
座
振
替
…
８
万
９
１
０
０
円

　
（
１
０
２
０
円
割
引
）

口
座
振
替
早
割
制
度

　
当
月
分
保
険
料
を
そ
の
月
末
に

振
り
替
え
す
る
口
座
振
替
早
割
制

度
を
利
用
す
る
と
１
月
あ
た
り
50

円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
の
子
の
加
算
制
度

の
改
善

　
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
（
１
級

ま
た
は
２
級
）
を
受
け
る
権
利
が

発
生
し
た
当
時
に
受
給
権
者
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
子

（
障
害
厚
生
年
金
は
配
偶
者
も
対

象
）
が
あ
る
と
き
は
、
原
則
と
し

て
子
が
18
歳
に
達
す
る
ま
で
加
算

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
法
改
正
に

よ
り
平
成
23
年
４
月
か
ら
は
、
障

害
年
金
を
受
給
中
に
生
計
を
維
持

す
る
子
が
い
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
も
、
届
出
に
よ
っ
て
加
算
を
行

う
よ
う
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
平
成
23
年
４
月
１

日
以
降
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き
　
４
月
20
日
（水）
・
５
月

　
18
日
（水）
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数
　
20
人

▼
申
込
方
法
　
相
談
開
設
日
の
10

　
日
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票

　
に
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）

　
を
し
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談
所

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
一
般

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
込
方
法
　
当
日
先
着
順
に
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
、
日
本
年
金

　
機
構
が
送
付
す
る
書
類
、
印
鑑
、

　
年
金
手
帳
な
ど
参
考
と
な
る
物

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
５
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
鏡
台
、
二
段
ベ
ッ
ド

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
島
原
高
校
男
子
・
女
子
制
服
（
冬

用
上
下
）
、
島
原
商
業
高
校
女
子

制
服
（
冬
用
上
下
・
中
間
服
）
、

第
一
中
学
校
（
男
子
ジ
ャ
ー
ジ
・

男
子
指
定
か
ば
ん
）
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ガ
ッ
ト
張
り
機

　犬（生後91日以上）を飼っている人は、犬を登録し、その犬に毎年１回狂犬病予防注射を

受けさせるよう法律で定められています。次の日程で、犬の登録および狂犬病予防注射を実

施します。都合の悪い人は、最寄りの動物病院に相談し、予防注射を受けさせてください。

平成23. 4.  　24

不
用
品
の
交
換

狂犬病予防注射を実施します

4月17日（日）

4月18日（月）

4月19日（火）

4月20日（水）

4月21日（木）

4月22日（金）

19：30～12：00

10：00～10：20

11：00～12：00

13：30～13：50

10：00～10：30

11：00～11：30

13：00～13：40

10：00～10：40

11：10～11：30

13：30～14：30

10：00～10：40

11：10～11：50

13：30～14：00

14：30～15：00

10：00～10：30

10：50～11：20

11：45～12：15

14：00～15：00

14：20～15：00

市役所大手浜駐車場（※）

（※）

（※）

長貫公民館

市農村環境改善センター

下折橋町集合避難施設

杉谷公民館

市医師会看護学校

霊丘公民館

白山公民館

第二中学校体育館横

外港公園（下川尻町公民館前）

安中公民館

松尾駅前

東小路公民館

川内公民館

戸切公民館

浜東公民館

神木公民館

城之尾公民館

有明公民館前駐車場

※印の個所は場所が変更となっていますので注意してください

期　  日 時　  間 会　　  場



4月1日（金）～5月29日（日）

4月23日（土）～5月12日（木）

27日（水）　11：00～

23日（土）　14：00～

23日（土）　11：00～

2日（土）・9日（土）・16日（土）　11：00～

9日（土）　15：00～

23日（土）　14：30～

■おはなしのじかん０・１・２

■チャレンジ☆読書（対象：小・中学生）

　（読んだ本の記録をつけよう！30冊読むとゴール）

　「開講式」　「深溝世紀」

■たんぽぽおはなし会

■おはなしのじかん

◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　４月21日（木）

◆不動産に関する相談（宅建協会）
　４月18日（月）

13：00～16：00

13：00～16：00

新刊図書紹介 4月の催し

「徹子ザ・ベスト」
黒柳　徹子　著　　講談社

　仕事も恋も人生も、答えは徹子さんに

あり。両親のこと、ライフワークである

舞台、大好きな人たちとの別れ、戦争の

恐ろしさなどについて綴る。カラー口絵、

ヒストリーも収録。

「子子家庭の身代金」
赤川　次郎　著　　新潮社

　小学生二人だけの「子子家庭」に起き

た、思いがけない誘拐事件。身代金が目

的なら、なぜ弟を？うちには今晩のおか

ず代もないのに。現場に残されたスケッ

チを手がかりに、姉が奔走を始める。

■「煙が目にしみる」
　　　石川　渓月　著　  光文社

■「弦と響」
　　　小池　昌代　著　  光文社

■「花桃実桃」
　　　中島　京子　著　  中央公論社

■「天女湯おれん春色恋ぐるい」
　　　諸田　玲子　著　  講談社

■ちいさなおはなし会

■「こんねクイズ」にチャレンジ

　図書館や本に関するクイズを解いて全問正解を狙おう

■おはなしのじかん

有明図書館

島原図書館

◆交通事故巡回相談（県交通事故相談所）
　４月28日（木） 10：00～16：00

市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内
４月の市民相談は、次の日程で市民生活グループ市民相談
センター（☎内線184）で行います。なお、行政相談のみ有
明福祉センターでも受け付けます。（かっこ内は担当相談員）

◆行 政 相 談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　４月5日（火）・12日（火）・19日（火） 13：00～16：00
　〈有明福祉センター〉
　４月６日（水） 13：00～16：00

　４月６日（水）
◆人 権 相 談（人権擁護委員）

13：00～16：00

◆一 般 相 談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日 18：30～17：15

◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場　公証人）
　４月27日（水） 13：00～16：00

図書館通信
島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808） 　本の返却が１カ月

以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）

4月の休館日…4日（月）・11日（月）・18日（月）・
　　　　　　 25日（月）・30日（土）

開館時間…9：00～18：00
4月の休館日…5日（火）・12日（火）・19日（火）・
　　　　　　 26日（火）・30日（土）

■郷土史を学ぼう会

25　  平成23. 4.

◆島原図書館ホームページでも蔵書の検索ができます
　http://www. shimabara-city- libraries.jp/

■ 日　時　4月3日（日）　10時から

■ ところ　眉山治山祈念公苑

■ 問い合わせ先　眉山治山祈念公苑保勝会

　 事務局（九十九ホテル内  ☎62－3986）

　島原大変遭難者のご冥福と、眉山の治山ならび

に島原市の繁栄を祈念して、慰霊祭を行います。

第36回 島原大変遭難者慰霊祭



◆
編
集
・
発
行
／
島
原
市
市
長
公
室
　
　
　
　
長
崎
県
島
原
市
上
の
町
5
3
7

◆
毎
月
１
日
発
行

〒
855
｜

8555

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
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Ｘ
０
９
５
７
　
６
３
３
４

◆市ホームページアドレス
　 http://www.city. shimabara. lg. jp/

◆島原市の人口（３月１日現在）

　人　口　　48，763人　　（前月比　－23）
　　男　　　22，706人　　（前月比　－18）
　　女　　　26，057人　　（前月比　－05）
　世帯数　　18，785世帯　（前月比　－08）
　出生31件　死亡51件　転入55件　転出61件

◆携帯電話版市ホームページ

　携帯電話版の市ホームページ

も開設しています。ＱＲコード

対応機種の携帯電話では、左の

コードからアクセスしてくださ

い。また、URLを直接入力して

もアクセスできます。

URL http://www.city.shimabara.lg. jp/m/

平
成
　
年
　
月
号

23

4

●番 組 名　 「特集　鎌田　實　いのちの対話」

　　　　　　 テーマ　～いのちの絵本～

●日　　時　 4月29日（金・祝）

　　　　　　 午前8時40分～午前11時50分

●会　　場　 島原文化会館　大ホール

●放送予定　 4月29日（金・祝）

　　　　　　 午前9時5分～午前11時50分

　　　　　　 （ラジオ第1生放送）

　※放送日時は変更になる場合があります

●応募期限　 4月12日（火）必着

●問い合わせ先

　ＮＨＫ長崎放送局・事業
　ＴＥＬ095－821－3124
　（平日：午前10時～午後6時）

　ＮＨＫ長崎放送局ホームページ
　http://www.nhk. or. jp/nagasaki/

●応募方法　入場は無料ですが、入場整理券が必

　　　　　　要です

　　　　　　往復はがきに次のとおり記入し、NHK
　　　　　　長崎放送局へ郵送してください

※応募者多数の場合は抽選の上、１枚で２人ま

　で入場できる入場整理券を発送します

※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です

　島原市、ＮＨＫ長崎放送局、ＮＨＫ厚生文化事業団では、ラジオ第１放送の祝日特集

番組「鎌田實　いのちの対話」の生放送を実施します。この番組は、長野県諏訪中央

病院名誉院長・鎌田實さんをホスト役に、ゲストの皆さん、会場の皆さん、リスナー

の皆さんとともに「いのち」について語り合う番組です。

　観覧を希望する人は、次の要領でお申し込みください。

『特集  鎌田 實  いのちの対話』『特集  鎌田 實  いのちの対話』『特集  鎌田 實  いのちの対話』『特集  鎌田 實  いのちの対話』 観

募

覧

集

中島　潔さん

（画家）

鎌田　實さん

（諏訪中央病院名誉院長）

落合　恵子さん

（作家）
長谷川義史さん

（絵本作家）

◆ ゲ ス ト ◆

◆ ホ ス ト ◆

村上　信夫
　アナウンサー

◆ 司　会 ◆

※ご応募いただいた個人情報は、抽選結果のご連絡の
　ほか、ＮＨＫ受信料のお願いに使用させていただく
　ことがあります

往信

（往信）

「いのちの対話」係

NHK長崎放送局 ※ 白紙のまま

（表）
返信

（裏）

返信
（表）

往信
（裏）

〒850－8603

（返信）

（ 氏　名 ）

（ 住　所 ）
② 住　　所

③ 氏　　名

④ 電話番号

① 郵便番号
〒（郵便番号）


